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菊川高涼度バンドソー

我國最古の歴史を誇り、創立以來53年間の豊富なる

經驍に加え、不断の技術研究の結晶たる菊川式パン

ドソーは常に斯界の代表的優秀機として多年全國各

地で御愛用を蒙っている事は醜に周知の事資であり

ます。

製造種目

72"-6011-48II-43'′自動逢材車付帯鋸盤･43''及361'

テープ'ル式鵜溌盤・手押建材車付帯鋸盤・帯鋸目立

盤外各種目立機具・自動雨端耳摺丸鋸盤・其他各種

製材機械・最新型各種木工機械・製樽磯械

（御申趣次第カタログ・菊川ニュース逢呈）

騨竜鴻議F席
砥話山田710.1622大湊20
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菊川60吋幣鋸盤本塞部K60型

鋸車径60〃挽材能力48〃座丸太迄

IIIP電動謹直結鋸車及セリ腕自動昇降式 Ｉ

鈴木清太郎箸火災學書熱星図吉田正臘林償算法及較利學學2鯛
吉田正男箸林業經理學近刊

限定版直接申込に限る

中村資太郎著育林學原論等3鶏
火災學は日本に於て出來、今猶進展している魔女科學であ

姦篭灘熟鰐七瀧ら蕊鱒熱中村賢太郎署造林學随想￥2鵜
灘艤畿駕駕瓢鱸篭鞠謹･中村賢太郎署澤伐作業論劉圖

熱線菫謀総篁講義彗鯛篭艫灘董鰹難
三浦伊八郎箸林業實験實脅學2鯛島田錦燕箸アメリカ林業發展史
徳川宗敬署瀧離造林技術の史的研究悪150圓子20圓

篁惑識穴鮮著林學講義彗鯛
三浦伊八郎箸林業實験實脅學2鯛
徳川宗敬署露騨造林技術の史的研究

￥150回〒35回

内田繁大郎著實用柵測量法學鵜
宇野昌一著竹材の性質と其利用

聖50画〒20圓

|岩出亥之吉著食用菌箪類と其培養
茎350圓〒35圓

島田錦藏著林業簿記及收盆評定論
茎250圓〒35圓
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JapanForesb'rcchnicalAssociation"

一つまみの種子

蛾に衡誌邇巻第】00號を通ふるに到ったことを御同慶に存じます。

小さ噂林學同志の温床に塾粒の種子が蒔か{してから28年を綴過し;した｡その苗臓溌床から耕馳へ移され､卿は露次
腫域を搬げ、その接鯛する面も、部丙的存在の殻を暁して今や圃家献衝の凡ゆ乙蔚卜部門に鋳大し上ありまず，営初の箪純

なる種子も．多年に豆るまい､試錬を震れて．今日では複菊鯵彩で而も張靱なる幾多の文渡な品鋤現られろやうIこなりま

した，間これ等種fの一粒・粒には′林業披備歓重〃の灘い傳統の素賀が宿つ陰‘=居ります。大正10年興林雷創立以来我盈

の日本林業技術協曾は、質量共に斯くして大いなる進浸詮遂げ‘て現在に到達したのであり策す。

今次大戦に依る國丙の疲弊と混飢が、日本の林政林業の全ての耐に及ぼした悪影欝憶枚畿に邊なく、且.つその稔度は劉薩

であります｡‘とりわけ森休費源の減耗･荒塵地の激増･技備の低下･科蝋誰盤の薄弱･業界の不撮･赫政浸透の稀薄等に對する

諸施策は、緊急に坂型子られねばならない根本的の礎題であらうと考へまず。cｵ鐸の篝震豹事侭緯唯に林票ｱ､菱遜を意球

するぽかりでなく、公薙上にも、一般謹業上にも一・大障害を溝す蕊大なる鬮家的問題であることば串ず箪護もありません，

森林が国土の大半を占むる我が森林謝の鯛民として、自分等の森林が衰微しつ上あるこの事溌を知ったとき、誰か無闘心

であり得るでせうか.叉泳業人たる者がこの噸こ虚し、自己の軍大態ろ黄藤を全ふせずして能く鰯鳧の寄既を果し得たもの

と云へるでせウか｡

9

「蝋鐡森総の澗渇といふことば日本の維局風完全なる疲弊を意味する｣。(sHQ特別顧問懇.アツカーマ．シ蝿：一と云

ほれた警鐘は籏〈鰻く全國民考覺懇して、正し､､認識と理解を求めなげ1Lぱならないであり煮せう，その結果として究遼

は、連かに國戻の力によって林政林業の諸施繁を政治の表霞に押し出して。大幅に総進竜＆錫患異り外iご篭は〃いのであり
ノ

葦す。こ上で我盈林業《は官民を問ぼず、育成・生産。赫工・淌溌の別瀧<、行政・蓑鱈か鰯てなく．我々 の持つ霞霧珪ろ
F

質と麓の總力彩瞬｝て、鬮民腱働きかけねばなちなL､と億ヂももの､Gあり霞･l弓現下本認霞の趣',F塚も鍔力没濡翰力秘蕊さ

れる所以ばここに棒;=るものと恩はれます。この努力と活動なくして林蕊の斑かなる稔りを期待･『もこと砿、瀞塗･j¥L-1冨職

礎を夢みるが如き怠慢の誹りを甘受しなければなら'域結果に終るであり．ませう。

曾'て蒔かれた--摘みの種子が新らしい日本の建設に斯くも大きな役割を持ち得る職制に烹で進展し得たことは一に剣蕊

雷時の瀦先錐の験し鵬犠であり叉これを盛り上げて東走垂會鼠の興熱なる熱祇によるものであり霞して裳に感激の至りに

存じ室ず･

～些か所感の一端を述べて會誌透展の醗瀞に代へたいと存じます。（型－8‐31掻川鴇）
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(3）世界の森林資源

日本に於ける土地利用

日本の森林費源(1.1)

森林資源保存計議

伐採及鐙林面積

1.ForcStreSourc"ofU'eWbrld

2．Limduiilizationin"pan

3.ForeStreSOureeSofJapan(1)(1)

4.Con'圏…･nProgra画｡ffor"tr鶴｡嘩需i･”。
5.AreaofcutiingandreforeStation

6.Artificalrefor"tcdareabySPeeieSinnationR1
fprest

l／

7.ErodedareainJ"Rn

8．Hrodedareabydistrict

9,InfeotedareabyrineBarkBeetleanditSsigc

byyerr

lO･Forestfirestati"

11.Trendofaemandandsupp1yoflumber

12.Dcm皿dandsupplybynges
Q

13oFirewoodandcharcol(1)(I1)

14.ProductionofSpecialfrostprodu"
恩

15.Specialforestproductsdistributiqn

l6.EXportofa,especialforeStproduC&

17.Recreationvaluesoffor"tcontributegreal1y

tophySicalandSipritna11lealth

（4）

(5)（6）

（7）

（8）
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國有林に於ける樹種別造林面積 (9)

，（10）

（11）

（12〕・

〔13）．

（14）

〈15）

6)（恥

荒磯地面談

地方別荒騨也面積

松食虫被害面職と年度別被害量

森林火災統計

木材需給の推移

用途別需給麓

薪炭(1.1)

特殊林産物の生産

特殊林産物の分布

特殊林産物の輪出

(1

1
姑

森林のﾘ・クリエーシヨン

ノ

本年6月6日－9日林野聡主催に依り米第八軍中央識堂に於て林業展鶴會力彌催せられた。在日

の外人喝日本の林業を知らしめることを目的としたものであるが､その費料は吾為に取っても大鍵賢
重なものがあるので、林野聡の諒解を得てその一部を摘録本誌上に展示することにした本誌創刊

第100談記念の特輯として。關係常局の好意を謝す。
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赫 政の基本思潮一

1

森林は公共性が大きい。その公共性は林業の犠牲に於て

維持せられるものである。しかし林業は本質的に不利な事

業であるからとの槻念が既往に於ける林政の基本的思潮で

あった。森林の公共性を維持するために林業を成立せしめ

振興を圏らんとすれば．國家助成による外なしとした。こ

れが具鎧的には補助政策となって現はれ、林業政策の中幅

をなして来たのである。これを要う-るに､林業は經濟的自

立性なき産業であるとの前提に基づく。けれども既往に於

ける輔助政策の蛮艘を省みるに、その基礎必ずしも碓立せ

ず、不安定な溌感を禁じ得ないものあるを免れないoその

原因は往々 祗會の赫業に對する理解の不充分とせられたの

であるが，叉反面、その理論的根撤が赦會を首肯せしめる

に足らないものがあると見ることも出來るのでばあるまい

か。假令如何なる事構があるとしても全く經濟的自立性の

ない産業が一時的な補助によって振興し、薬蕊すると老へ

ることは困難である。如何なる産業も發逹の初期にあって

は、保護政策の必要を認あられる。けれどもそれは經濟的

蕊盤をつくるための育成であり，培義であって、何れは自

立繁榮を期待するものである。林業にあっては經濟的諸條

件が他の産業に比し不利であるかも知れないが。國家補助

によってのみ存立し得るものとすれば、政策の愛動により

林業は崩域去ることになる｡かくの如き不安なる状態の
下に恒久的繁榮は到底期待出來ないといふことが出来る。

荷<も産業が恒久的に菱達するたあにはその經濟的基盤

を漉固にし、これによって積極的經誉を行ひ得ち状態にあ

ることを必要とする。林業の如く公共性を確保するために

經濟的犠牲を排ふべき分量が多いとすれば、筒更經演的基

盤の張固なろを要し、經濟力乏し<して公共性を顧慮する

ことは至難である。この經濟力の培義を行ふことなく、単

なる補助政策によって一つの産業を支持することは不可能

といふも過言ではない。赫業の經濟力を培養せんとする思

潮は林業の經濟自立性の否定ではなくて、これを肯定し、

その自立を可能ならしあ．その自立的繁榮を采すべき經涜

政策を樹てんとするものである。

このやうな林業の自立經濟政策を樹てんとすれば、林業

の經濟的性格を瀕念的に想定し去ることは出來ない。われ

(筆者〕木曾顧問・林業經濟研究所長

ー

太 田勇次郎

われはその震溌を分析し、全經濟機構竝びに全經濟循環と

の關蓮に於てその樹生を蜜證的に把握しなければならな

い。林業經濟力培養の政策は孤立的な政策ではなくて、綜

合的糎濟政策の一環として、全燈との有機的な關連の下に

於て成立するものである。これは林業經濟が國民經濟の枠

外にあるものではなく、その中に成立し、他のあらゆる經

濟的作用との間に絹鰯的關係に立つからである。この分析

によって林業の經濟的特殊性が資證せられ、他の産業部門

との差異が明かとなる。叉各種の經濟政策が林業纏濟の上

に如何に影響し、如何なる反應を與へるか。更に林業が國

民經濟の上に如何な繩､連をもつかを明かにすることが出

來る。このやうな諸關係因子とその經濟的磯構を明かにす

ることにより始めて林業の經濟力を培養すべき合理的方策

が樹立せられ、そこに木幡的林業政策は成立し得るのであ

るo

從來林業として一括し同一の規準により扱はれて來てゐ

るが、その内容に立ち入り、その經濟形態を見れば他の産

業部門に見ることの出来ない複雑な状態にある。車濁に經

誉儲を織成し得る場合もあるし、阜燭にては經醤禮を構成

することが出來ずに他の産業と複合して一經瞥艦をなす場

合もあり、従てその經誉目的或は所有目的も決して同一で

は厳いから,森林を對象とする經誉主暖の指向も亦異らざ
．るを得ない。果してしかりと陰弼しば、その全髄を一括し一

律に對虚することは意味をなさない。少くとも類型瞳分を

して虚溌せられなければならないことになる。ここにも従

來の林政の鉄階をつくことが出來るのであるe

2 ，

林業の經濟力培養に關する基本的問題はいふまでもなく

森林認一一地代一一の問題に歸着する。これは換言すれ

ば立木の値絡水準の問題となるa立木債絡は市場に成立し

た木材薪炭の便絡の上に定まるのであるから、立木侭格を

支配する第一弐の要素は、立木から木材薪淡を生産して市

場に於て取引せらる間の流邇過程にあることは今更いふま

でもなく明白である。今と上に關係する經濟的要素につい

て見れば木材薪表の市場偵格は諸物資間の均衡關係から定

まるとしても、その需給に開連する諸般の經濟政策、貿易

政策が介在し、なにがしかの影響を及ぼし、往盈あるぺき

姿を歪められることあるほ否定出来ない。この過程に於け

る諸經愛、利潤及公租公課等一切の費用は木材新炭の生産

－〔22〕一
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太田：林政の基本思潮

原債を榊成するから、その増減或ほその大小は立木慨絡にの槻念が各經螢腱を箇別的に規整せんとしてゐるが､事蜜

作用することになる。これらの諸因子につき全面的に叉綜上それは不可能であり、賓施至難である。従て営局にそれ

合的に考察し適営なる施策を誰ずることにより立木側絡の鷺施行する自信が生まれて来ないことにあると恩はれる｡

水準を改めることが出來る。叉第二の順風として植伐均衡に關する遥念として｡伐採の
"kわれは叉既成の與件を鍵更することによって林業經程度は如何に夫智あらうとも、造林面積さへこれと均衡を

濟の飛躍を期待することが出來る｡森林地域に現出する絶保てば差支ないといふ理解の上に立ってゐるのである坪
大な葛差額地代の幅を縮少することが出來れぱそれだけ地ら､伐探の規整に對し關心を桃ふ必要がないのである｡そ

代一森林貢租の水準が高まることになる。その差額地代の反面常に濫伐の弊を唱え、避林の不振をかこって經過し

發生の主要なる原因は森林の經濟的立地條件の差等の存在て来たのである。伐探規整の原理は今更》､ふまでもなく、

によるものであるが、その綾差を緩和するは戎邇施設Eあ合理的な森林蓄積の維持保存であり、これによって將來の

る。かくて交通政策は林業の經濟力培養上最大且最重要の生産を保護し、園士保安の礎を筆げて國土の機能を高めや

問題であり､それば結局國土計蜜の問題なのであるoここにうとするのであって、上述のやうな非科學的な観念の許さ

於て林誰政策は國土計蜜の上に立つことによって本格化す‐れる餘地はないのである。それにもかかはらず、このやう
るといふことが出來るであらう。しかし國土計喪は林業政な思想の下に生産政策と森林造成政策とは分離せられ、そ

策だけの問題ではない..國土計霊は開拓､水利發電則rF資れぞ馳別の面の上に行はれて來た｡即ち過去三十年の歴史

源、観光等天然資源の開發を根幹とする新經濟秩序の創慧を省みても、第一次獣洲大戦に伸ふ好景氣時の増伐、開東

灘九雷麓霊墓謝密蕊駕職繍蕊麓麓電驍謬譲灘麗欝麓
て國策的投資事業なのである。而してその事業の賓行を可策の蓮綾を平然として行って來た･他方造林補助政策が華
能ならしめるか否かは國民經濟がこのやうな恒久据蔽資本一灸しく登場し、その溌算を増加せんがために増伐政策を潅

の投了に堪え得る經濟力を持つか否かに係り、叉國民經濟歌し､災署發生を激迦するといふ濠相さへ蕊はれるまでに
上の調筒がこのやうな國家投資を必要とするか否かにあ馬なったのである。加之、増伐を敢行せんがためには立木償
のである。けれども日本のやうに資源に乏しい園、抵剰人絡の昂縢を抑制せんとする傾向を生じ、特に薪淡原木の坂

口を包擁しながら國土面戟の過半を粗放なる利用欣態に放得や、坑木蓑材の入手のため瀕睡を加へるの猜勢をさへ示

濫して來た國にあっては國民經濟の發展のために一時の困した。このやうな政策は混蹴せる植民地政策による濫伐に

難を克服しても國土開發の詮行に努力すべきであらう。た伴へるダンピングと相俟って木材悩格一立木臘格に抑嘩

だこの場合にあっても、抽象的な措置瞭錘に盲目的に望従を加え、その正しい地位を歪め、林業の經濟的基盤に不利

することは出來ないのであって、假令國家資金と錐もそのを及ぼしたことを指摘しなければならない。

敷奉はどこまでも顧慮せらるべきである。何となれば、所今後はこのやうな無軌道的状態を是正し、正常なる植伐

期の敷率をあげ得ないとすれば國民經濟の綜合的成果を低均衡を根幹として林業の政策は進められなければならな

下するからである。い。かくて伐採の規整を必要とする場合、從來の如く箇別

このやうな國土計謹的林業政策の合理的推進により森林經管燈の經誉原則を事情の異る各種形態の經螢に一律に行

地代の水準を翠げ得たとすｵLぱ、それは林業繁榮の基礎確ばんとする観念選蒲算し､行政施行の見地から複雑なる各

立に寄與したとL,ふことが出來るのである。 穂經誉形態を對象とする前提の下にこれを包括し得る方式
α

によるべきである。即ち地域的包括的調整に3:り弾力を與
3

え、個人的には出来るだけ拘束を避け，大局的に所期の目

夕林業の經濟に關輿する第二二参〈的な問題として木材薪炭の，的を達成するやう着眼すべきであらう。

需給、課碗、金融、關連産業の企業鎧制、勢側、技術改良叉伐探規整は國策的増伐を否定するものでないことはい

等の諸問題がある。・これらは林業政策の主艘的な項目でふ室でもない。ただその場合にも森林の愛情と播來に及ぽ

ある筈だが、従来の行政はこれらの黙に比較的無關心にしす影響とを具艘的に考察しこ:れが對策を併せ資施すると共

て、附随的に取り扱はれたに過ぎない。尤もこの丙需給のに、利用の合理化､消費の節約に關し一層の力を霊すべき

調整に關してば必ずしも放任的ではなく、常に腐心し来たであらう。これに開通して里山荒駿を救ふ途として奥地林

つたところである。先づ伐採の規整に開しては法制的叉制開謹の議力轄頭してきた。その見解は一應正しぃ。けれど
度的描置が識ぜられてゐる。しかし成果の見るべきものがも樹種の異ふことと經濟的關係が問題であるc特に警戒を
ない。その原因は何んであるか。その一つとして現行法制要するは更新の困難､諸作業の不利な奥山山林の坂扱に於

－〈23〕一
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太田：林政の蕊太思潮
－－

て果して山林を荒陵せしめないだけの技術が成立してゐる

か、叉採算を有利な,らしめるために糊僧な笛職を防止し得

るだけの用意が出來るがどうかの識である。徽該森林の正

常なる謹濟的基礎條ｲ4功城立し､經濟力が具俄せられた上
ならばそのやうな懸念はないが、その未熟なるにか”まら

ず，単なる利謝り、政略的に行ほれたとすれば、徒らに賓

源を喪ふばかりでなく、國土保喪上の不喪をも増すことに

なる愛なしとせぬ。

4

私有財産制下にあって森林の國有、林業の國誉が成立し

てゐるのは、森林所有擢成立の歴史的關係にもよるが,Jこ

れら森林の經誉は國の力に侯たればならぬ事情も存するか

らである。即ちこれら森林の經誉に必蕊なる技術域ぴに賛

力は今日これを民間に期待出來ないものがある。國有林は

概して自然條件の職からも叉その經濟立地條件の.12か,らい

っても､民誉に闇する噌林と異なるところがある｡故に國
土保安の磯能を維持しながら、更新技術も伐出その他の作

業も困難な經管を正常に行ふためには張大な資力を必要と

する。ここに森林國誉の理由があるとすれば、國有林經誉

の使命も亦ここに見出されるわけである。國有林は育林技

術上現在民間の普遍的技術では虚理し難いものが存在す

るd從てこの特殊な御irが成立しなければならない。國有

林は叉その丙に地利の最も不良なる山林或は未利用林分を

比較的多く包有するので、その利用週は經濟界の情勢によ

って移動し、そこに叉若干の譲備蚕源を包擁してゐる。従

てその經掻上需給の調整に大きな役割を演ずる立場にあ
る。

このやうに國有林の經誉には私有林の經誉に期待出来な

いやうな公共的又國策的要素が多分に含まれてはゐるが、

その經鶯の本則ほどとまでも私經濟的な經誉經濟の原則に

従ひ､完全なる資本を造成し､そめ資本維持の鐡則の上に合

理主義的な商業的－良い意味の一連徴を行はれなけれ

ばならない。これが特別會計制度によって始めて期待せら
1

れるのであって、官隠會計方式により難いところである。

即ち形式的な溌算拘束から解放せられ、經濟の鍵塞に伴ひ

磯動的に經誉經濟を運営することによって經濟成果を高め

んとする意圃によるものである。しかし國有林の經誉に雷

つては私有山林の場合に見られない程に國策的要請に對立

しなければならない。兵の國識勺要請も原則的な經螢を行

ひながら慮置せられることは望ましいがその限度を超えれ

ば、自ら特殊の施策を談じなければならない。迄の場合雨

者を混同することによって國有林の經醤經濟的關係を腰味

なものにする虞がある。國有林の經誉はその公共的關係と

か或はこの國策的要請とかいふ理由に隠れてその經誉を放

一

鮒bする危嶮が少<ない。ここに於て通常の經管原則によ

って行はるべき分野と画策の要請により經誉の犠牲に於て

行はるべき好野とはこれを峻別すべきであると恩ふ1例へ

ぼ森林經理學の原則に基きて定められたる正常の生産量を

超過する伐採を行ふ場合、或は叉増産の必要上不採算作業

を敢行せねばならぬ場合とはこれを唾別し、それぞれの立

場と成果とを判明せしめることにより混凱を避けなくては
ならないo

國有林經誉機關は勢ひだ犬なる官僚組織を形成する。官

僚組織は錨犬するに従って非能率的となり、責任の不判明

となる短所のあることは既に古くから指摘せられたところ

で診る。特に森林の育成､森林蓄積の整備には同一の方針
を堅持し‘て熱情を傾げて愛する．こあらざれぱ充分な成果を

蕊げることが出来ない。從て携営者の移動瀞なき官僚組織‘

は適合しない。叉林業は經誉に關する綜合技術を基として

始めて能率的に叉有機的に經瞥し得るので、業翻り分描性

は適合しな､､ものがある。このやうな事猜から濁迩にあつ

宅は地域分措による責任管理制により、以上のやうな鉄階

を最小限度に止めやうとしたことは周知の通りである･兎

に角、國有林經瞥上に於けるこれら鉄鮎の存することを深

く“し､膳に反管と改善とに鍔…畷瀞。
あとがき

「林業技術一こだ室一通雀百號を刊行せられるに雷り寄

稲を命ぜられて蜜は驚いた。もう百號に達したのか、一

粒の雑草の種子がそんなにも績いて來たのか｡年はまり

人は塗ったが、典林禽の生命は絶えるところを知らない

ただ私は営年の理念を今日に及んでも筒譲にすることに

′感慨をよせながら、この記念すぺき雑誌の刊行をお耐ひ

する次第である

××ノ×

近刊豫告十一月初旬發費溌定=申込受付中

林業技術叢書第3輯

林野聴治山課長藤村重任箸

日本森林資源の分析
第一部森林所有形態

A5版約65頁定債50圓（溌定）
謹料10,凶

山林局時代から常に中央にあって林政に干與されて，
來た著者がその貴重な賓料から日本の森林費源を種；
盈な角度から分析し鋭い結論を出された第二部r産’
業構造と森林賓源」第三部「森林資源の浪費」と縦’
刊の澱定であろが先づその第一部を近刊出來ること
になった。これは寧ろ林業畑以外の入費に嗣んでも，

雛鍵謹望遡壷睾鐵竺」は出来ない著作である。（本會發行）

-－（24）－
0



』

I

I
～

I

アジア及び太平洋地域における
一一＝一一一一一一

グ

林業並びに木材利用に關すIる國|祭會議報告
■

ノ

(承前）

6．牧畜管理

曾議ほ、

（1）森林の多くは、耕地と交錯し、ために、牧畜飼料

供給の役割を果たさなければならない。′

（2）面積の制限された土地においては、樹木の生長と

飼料の供給とは、互いに相識Lない。

（3）森林丙の過剰な、且つ放漫な放牧は､現存する微

妙な生態學的平衡を破り、森林及び放牧は、破壊する

原因となるo

（4）牧場の頻繁な火入は、士駿を荒磁に導き、土壌浸

蝕を惹起する大きな原因の一つとなるo
◎

ことを認めo

（1）樹木の生長とその反對の放牧の平衡を維持する方

法を採用し、森林と放牧とを爾立させること。

（2）組織的研究をもって、

（イ）牧場の形態に應じ、故牧の最高の密度と理想的

の放牧維止期間存設立。

（ロ）牧場改善の最善の方法のA定｡

（3）放牧の最高限度が、森林の更新能力を損ずること

なく維時されるよう、森林丙に放牧を割當てること。

（4）操草地の火入を禁止するよう，強力、有敷な方法，

を探り、違反者は厳罰に鹿すること。
｡C

を鋤奨する。

7．移動豊業

會談ば、

（1）遊牧民及び開拓着による移動農業の氾濫によって

髄めて低い生活水準を筒らし、

〈2）この慣習の結果は有害であり、森林の經濟的損失

を招來し、土壌の荒賎､下流地域の水流に沈泥を満ら

′し、

（3）移動農業は､虚女林を求め､人口も噴加して行く
ので芯森林の破壊を防止する何等かの制限を必要とし

〈4＞本問題の最後的解決は、農林､厚生を含む厳範園

な政策如何によること。

(錐者）農林技官・北見醤林局經螢部長

－（25

清 水元
O

を認め、

各政府営局者は、移動農業の脅威を痛感し、かかる憤

習は､徐糞に、次の方法をもって、丹念に是正しなけれ
'

ぱならない。

（イ）農用造林法による造林の計蜜化

（戸）漉枚と飼料とを開運させて、交互耕作による田

細の耕作を含む永久農業の組織化

（ハ）あらゆる場合に必要な土壊保全方法を考慮に入

れての永久的經濟收穫物の植栽
○・

を勧奨する。

￥．大規模の新規造林及び再造林
「

會議は、

（1）営地域丙の人口は急激に増加し、

（2）増加人口の生活測學の維持向上を企圃l3-る場合の

号-ぺての林産物の充分な供給｜
（3）営地域内の或る國では、蒋來の供給を確保するに

は、まだ不充分であり

（4）或る國においては、森獅罫也は充分あるが、農業

適地はないこと
O

を 認め、／

すべての適地に、新規造林叉は再造林の計蚕を湿力且

つ大規模に、林地に質施すること
00

を勧奨する。

9．國丙需要

曾議は、

（1）徴地域丙め或る地方では、薪炭不足のため、動物

の糞を乾燥したものを狼制的に燃料の用に供せしめる

程に、土地に絶對に必要な肥料の喪失を惹起し、

（2）用材、支柱その他建築用材の充分な、且つ廉償な

供給がないために．多数のアジア住民の生活水準を低

下させて、戦後の復興を妨げ、羅災民の住宅問題に困

難を來たしているし、

（3）燃料及び農器具は、多くは民有林から供給されて
いること
O

を認め糊

〈1）あらゆる手段によって、至急、燃料入手の措置を

とり、特に

〈イ〕過剰生産地から不足地べの輸邊に、政府ほ補助

)一

I
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を與へること。 ること
00

〈戸）無駄を最少限度にするために、迩代式窯を設置を糊奨する。

することo 11．需給の諦蕊

（ハ）民有林で、部落至賎のために經誉されていない會識は、

林地は、政府がこれが漣誉に徴るこ｡と。〔イ）地域丙の或る國では、現在の賛源をもってして

，＝）極度に不足している土地においては､旗範剛には､建築及び産業の目的に必蕊な木材その他の林産

わたる撞林計識を立案、渡施し、一般に生長の速い 物の緊急需要に照ずることはできない｡

樹種をもって、村用薪貯職所（ﾎpを設遥し，利用，（ロ）地域丙の他の國では、この目的を果たす木材そ

できる國有林は、蓮河、道路､鐡道の沿線には、すの他の林産物の過剰輸出の可能鐘を保持していると
べて雁識す-ること。 と

O

（が）零細所有着に對しては、小部分の土地をも、特を認め、

に薪、支柱その他の用材を生産させるように('f)F･A･O･は垂臘の需給を調整するために、各
國の輸出入の必要量を確認し、

00

糊 奨する。、

（2）用材、建築用材の利用は、次の方法によって増加 （”）すぺての國、特に不足する國においては、保縦
、q 生達の原則に則り、増産に努力し、特に今日まで未すること。

〔イフ職出向の過剰材をもつ海外の諸國から廉債な木 活用であり且つ生産可能な森林は，至急これを利用

すること
材を多量に、傭船して輸入すること。 00

を獅奨する。
〈官）林地から消費地への鐵瀞賃の割引。
（ハツ最も經濟的に用材の利用を園ること。 12.本材の配給

（二）保存（防腐）魔理を施した第二樹種を利用する 曾議は、

こと。一國より他の國へ、叉は同じ風丙においても、一地方

（3）人口稠密地に、木材、燃料を供給すること から他の地方への配給につき、困難と障害とがあり、か
CO

を勧奨する。 くて生産地より消費地への木材の圓滑な輸溌を妨げるこ

10．増産 とがあること
C

會議は、 を認め、

増産の障害は次のようであること、即ち 各國政府は、あらゆる手段をもって、木材の移動を一

（イ）收穫及び利用は､特殊な樹種に限られたこと。－特に過剰な國より不足な國へ－圃かり、それ等の國

（戸）或る園では、有敷的な造林措置を峡いているこ葱は、水陸運賃率の低減に力を謡すべきこと
。O

と･ を勧奨する。

〔ハ）現在收穫されているような樹種の森林及びその、'3．鋤璽〔豊級
、

韓換方法の不完全利用によること。曾礒は、

（二）近代的な搬出及び製材の設備の不備竝びに通信〔イ）各國は、地域全瞳として、木材及び合板の規格

運擬施設の不完全によること．等級、用材の大さ、木材術語、取引用語の統一を希
通

◎

を 認め、望し、 ／

（ｲ）すべての園の關係官箙は､宣博竝びに木材の乾（画）同時に,國際的に､木材及合板の物理的､機械
操及び保存の方法，錘代式な製材加工方法②研究に 的性質の試験の基準を設けることの必要性

C

よって鶴言樹種の利用を進めるよう努力すること。を考え、

（画）研究及び宣傳によって、木竹による建築強術の(/r)F･A。o・ほ、各國の現在使用中のものにつき

經濟的利用を間ること。 至急報告を集め、すでに今日までこれ等についてな

（ハ）森林關係官臆は､必要があれば､浪饗を最少限された多くの試騨によって、この基準の可能な限鹿
度にするために、遥林方法､現在の伐木方法及び搬 を識討する會議を召集しようとすること。

出方法について域討を加えること。〈戸〕その中間手段として、且叉目下考慮中の技術曾

（二）各國政窟は､F･A･ooを通じ、低率で'､ラク 議の發足まで、現資に基いて、もつと工合よく利用

ター、プル'ぞ一デー、トラツ〃及び製材機概を供給できるように観絡を修正しようとするものである。

できるようその詳細な要求書をFoA。o･に提鵬す特に、この地域の沈木職入國では、規格の不統一が

－（26）一
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あるからであること
OO

を獅奨する。

14．森林蓄積
會識ば、

（1）、森林經醤、産業發展が、計醗的に規則虚しくなさ

れるには、一國の森林資源の性絡及び面稜を詳細に知

ることが必要である。

（2）この地域の多くの國は､.自身の全森林地に關する

信頼できる製字を持っていない。

（3）新しく發逵した航空嶌眞測量及び統計方法によっ

て、僅かの金と時間とで、大規模な森林調査ができる

・こと
O

を認め、

（1）まだ着手していない國産は、森林資源を詳細に調

査し、向後五ヶ年以内に、これを完成すること。

（2）かかる調査をするのに最も敷果的な方法ほ、室中

及び地上の調査を綜合し、地上調査は、健全な統託基

礎によること。

〈3）森林調査資料は、全森林地の数字とし、これを利

用林とその他の主な森林形態に分け、叉大綴の全蓄積

及び生産可能な級に分けなければならないこと
。◎伝

を糊漿し、且叉
、

或る天然郷は､二國叉は敷ケ國の國境に跨がる場合も

あるが､調査上一軍位とするため、關係各國は經濟的有
敷的な作業達成のために、かかる天然林の航空篤眞撮影

に常たって、協力して費用を分婚すべきこと
◎●

を棚奨する。
、

15．詳述方法(Enumafationntthodl

曾識は、

（1）譜-次の調査資料より詳細な資料が、施業計謹に
必要であり、

（2）この一層精密な蚕料入手方法は種煮あること
O

を認め、

刃｡A･o・は最善の詳述方法についての賓料蒐集所と

して、特に最近研究の結果を頒布する所たらんとするこ

と

鋤愛する。
16･麹町握遡
曾識は、

經濟的に重要な零細林産物の利用波びその取引、産業
えの利用の限度に關する蓑料が殆んどないこと
。1

を認め、

各政府は，あらゆる商工業方面で、現在どの限度まで
供給できるかを決定する目的をもって、すぺての重要な
零細林達物を質と量とを共に調査すること

。◎

存 糊奨する。画

この職に關じ、特に希望する灰は、輸出入統計は、各

品目別に分けて、他のものとの混同を避けるようにする

ことである。

17.,通謎

曾識は、

各國政府の林産物の生産､取引、消費に關する信頼す

べき且迅速な統計･の必要性
◎

を認め、

各國政府は、統計の信頼性を昂かめ、皿｡A･O・に迅

速に提出すること
。O

を糊鍵する。

よって､地域約の需総P全獅&明示されることなる。
18．試臓廻腿

曾識は、

（1）森林資源が、最も有效に利用されるためには､林
業竝びに林産物の試溌力蝿對に必要であり、

（2）或る地方には、既に優秀な試験磯關があり、

（3）現存の機關は、地域内の研究目的を果たすために

は､’鮫において不充分であり、且叉地理的に不均衡に

分布されているし、

(4)o各國蛎駒を統合する機關瀧ないこと
を認め、

（’）各政府は、各國の現在竝びに將来の浜めに、森林
賦験の必要性を認識し、試験計謹完建のために、資金

を充分に供給すること。

（2）地域林業試蕊委員會を設立し、その目的とすると
ころは、

（イ）林業に關する地域の詳細な調査をなし、現在の

試嶮研究磯關で、何の程度效果をあげているか。

〈ロ）各國で必要とする試鹸場を設けることを獅奨し

（ハ）一國以上に共通な問題を]蛾う協同試験場を設
立することの可能性，例えば、現在未利用の第二樹

種によるパルプ材調査の國際的林産物研究所の如き

もの。，

．（＝）各國夫滝の試験研究を統一するよう努就1し、も

って試験の必要な各部面を網羅し、不必要な重複を

避けることである。

(3)F'｡A。O・を試験研究機關に關するすぺての事項

お取扱う場所とし、特に、

〈イ）試験溌定項目の交換

〈､.）研究員及び研究施設を補助すること

を渦齢る。
19．賓料の交換

會識は､

一〔27）一一



清水j國際林業會議報告

（'ソ或る園では､技術的資料を入手できるが､－労そ

れ力弛の國では全然知られていない。

（2）．地域丙の各國間で、自由な、迅速な資料交換の必

要
O

を認め、

（1）各剛ﾖｼ､F･人．o･と協力し、林業竝ひに林産物
/

に關する技術的資料を､迅速に交換できる機闘を設け
る。その機關とは、

〈イ〉政府は、年二回F･A･O・事務局に謂制行物

の表とその概要嘩・佛謁を添付して遙付･するこ

と。

（ロ)F･△。o・事務局は、地域丙各國に頒布するこ

とo．

（ハ）各政府間で、直接、r･人｡O・事務局を通さず

に、刊行物の交換を行うこと。

（二）要求に態じ､政府は､無料で限定版を地域丙各
國に鐙ることである。－／

(2)F･人.O･刊行物が、加盟國に憤値あらしめるよ

うに、各國が、通信員を任命し、自國に闘う-る關係

項目を、主筆に提供すること
。◎

を勧奨する。

20．資料の配布

、曾銀は、
（1）一蝋大衆が､森林に關心を寄せるならば､林業は
成功すること。

（2）しかも劇この地域丙の各國民は，まだ森林の認識

が浅いこと
O

を認め、

（1）各國の林野當局ほざ一般人に､林業及び森林保謹
の教育をすることは、重大な任務の一つであること。

（2.）この仕事は、勇敢に、識寅、ラヂオ、教育映霊計

謹､大衆讃物の頒布，族行,展費曾などによる宣傳に

よって、始めて査現されること
。◎

を獅奨する。

21,劃練及び教育

曾識は、

（1）強地域の各國において、熟練した森林家、林業技

術着の、至急珊加の必要を痛感し、

（2）しかも國丙には、自國及び隣接園の要求を充たす

に充分な林業教育磯關があり、

（3）森林教育の特殊性は、森林學校の特殊性を意味す

るし、

（4）森林技術者養成磯關陰限られた所にあり、

（5）地域丙の各國間に鐙いて、軒3家、技砺者の交換

を希望するし、、

一一

（6）森林知識の普及の必要性は狸<、かくて、一般大

衆に愛林思想が普及されて行くこと
O

を認め、

（1）各國の政府は、森林教育磯關を増加す．るのに必要

な手段をとり、それは、現在の學校を鍍張しても、叉

新たに専門の特殊學校を設立しても何れでもよく、

（2）．各政府は、刀。A･Ooに對し、各國に現存する教

育磯關の明細と地域丙の他の國のものが、利用できる

限度、叉は一方他の閥に要望する黙を報告すべきであ

ること
◎｡

を勧奨する。

なお、

〈1）林業教育は、特殊な學校で授くべきで、かかる學

校は、林業試験場と密接な關係にあることが望ましく

林業學校は、土地の事情の許す限り、濁自の立場をも

つべき歪あり、叉、林業學校ば、大學と密接な關係に

あった方が有利であり、且つ、林業學校は、教育の充

分な一地位を保持するために、森林教育の中央綴關を

設くべきであること、

（2）地域丙の各國は、地域の丙外何れかで、既に充分

な教育機關のある所で、早く教育を受けた銭術者をも

って、當初は補った方がよく、

（3）専門家と技術着の交換機關は、早く、F･A．p・

によって設立さるべきこと、

“）各國政府は釦速かに、その國の一般教育制度の重

要な部分として、森林學の初歩を採用するように手段

をとるべきで、且叉、この目的のために、教科書や議

定計聲を作製する必”;あること
O・小

を考慮すべきものと考える。

22．鳥獣の保護
一一一一一

虐潅§は、

（1）鳥獣は、森林にとって重要なものであり、

（2）鳥獣の生命は，不法有害な慣習の増加のために、
危険に曝されているし、

（3）鳥獣の寅買は､結局その協種の滅亡を招く＄ので
あること
◎

を認め，

（1）森林は、巌格に、天然保護地麗、國立公園地厩及

び中間地腿に腫分され、禁撒睡、禁磯期竝びに解禁期

の中の休息期間を設定すべきであり、

（2＞無免許､無制限の狩蝋その他殺害。描撞を禁止す

る裁果的な捲澄がとられなけれ擬ならないし、
〈3）品種の減少した烏隙保護に關しては、

（イ）その鳥獣を一部叉は全部保謹することを公示し

（戸）生きた鳥獣及びその皮の壷買或は諭出を嚴重に

－（28）一 I
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監督し、必要があれば、これを没收すること
、 CO

を勧奨する。
、

以上は､議決さ}'擁ものの緒論及び決論の全窪であって
これらを震み出すまでの譲論につし､ては．特に何も述べて

ないが、曾議に要した時間から考えても、幾多の質疑應答

があったことは、想像されると思う。 ノ
第五．會識内容の補足説明

愈議内容の各項目県わたる説明は､前述したように、こ
れを省略するが、それらの丙で、今後の關係もあるので、

激項目について、會議の内容の補足説明をすることとする

其一、地域丙林業林産物委員曾の結成

されることとなり、ここに、日本から磯賊と人との海外行

きも考えられることは、見逃してはならないことと思う。

シャム(タイ國)，ビルマ等は、これ等の器具機械に不足し

ているし、對日感情も非常によいから、その資現の一日も

早からんことを希望して己まない次第である。 1

其三､規騒空_どj冨關式る裁術委員禽

この項目については、決論の13に騨文があるが、少く

とも、ア学ｱ及び太平洋地域について考えただけでも､生
毒也と消畿地とは別であり、結局外國貿易を必要とする現

状においては､その取引の對象となる木材､合板等の規絡
を統一する必要もある鐸であり、圓滑な職出入を期待する

ために、規格に開する鐡悔委員會を設けることの申合せが

できたのである。この技術委員會によって、關係各國に共

通寸偽規格の基準案海決定され.各國は之れに基いて、夫

友の國の規緒の改訂を行うこととなると思う。

其四、地域林業試験委員會の設立

この項目については、緒論の22以下に課文が載せてあ

るように、アジア及び太ZF洋地域に、雪－戸ツパ及びラテ

ンアメリカと同鎌に、地域だけの権緋睦委員會が組織さ

れることに決まっているが、この委員會の特徴は、他の地

域の委員曾の穂成は、國際連合の加盟國だけに限られてい

るが、これは．國際連合の加盟園でない南朝鮮、日本など

のすべての國を網羅することである。ここに、林業林産物

界においては，他の産業界に先立って、日本を、その國際

的委員會に加えることを認めだことである。
前述してあるように，活動グループが《この委員曾の結

成を、本年の九月一杯に織ようにしたいといっていたか

ら、錘く日本にも具燈的の交渉があるものと思う。

其二,職塗に關在る器具､磯城の聖求≦
この項目については、涛論の10の最後に課文があるが、

増産のために必要な器具、磯械織、その認豐瀞FoAoo・

に提出すると、FoA.O｡はその入手の斡旋をすることに

なっているっこの場合に、日本がF｡A,Ooの斡旋で製材

或は合板の磯械を輸出することになれば、當然これらの磯

械の設置の技術者或はその後の運螢の技術者も同穰に嬰球

この項目については．決論の18.に鐘があり、その概

要は、諜文で大磯判明する.と思うが、F.A。o・が、積極

的に仲介者となって塔アジア及び太平洋地域の林業獄溌委

員曾の設立に乘出すので，その結成も錘い將來と見られ、

日本もその委員曾の一員たり得るものと考えられるから、
p

ここに摘記した次第である。

結び、
〃

以上この度の曾議の概況報告として、會談の内容を、で

きるだけありの侭にお傳えするように力めたので、戦後に

おける各國人の對日感精とか，貿易の見透とか､生活状況

とかについては、言及してい厳いが，それらは、主として

會識外の時間に開かされたことであり、會議とは別途に考

えるものとじて、書き記るさなかったことを、最後におこ

とわりして置くo(絡り〕
0
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淡いoA2厨は屡盈;腿色しB暦に鐵、難土が移穣すること

があり、叉粘土分が下層に移行することもあって、赤色を

呈してゐる。其の他褐色土及次褐土も分布してゐる。

氣候は南嶺の山脹が除り高くない馬に海洋の影響を受け
ることが多く且つ河湖の調和を受ける篤に一般に温暖で雨

量は多いが、冬は乾燥し且つ温度は可なり下る。

年降雨量は洞庭湖以西の省北西隅に1,COO-1,300ミリ

の地域があ,り、蕊た南西隅に1,500ミリ以上の地域が僅か

あるが、大部分は1,300-1,500'ミリの間の雨鐙である。

年等温線は20－25度､一月の等温線は5－10度､七月は

25-30度の間にある。

H、湖江地辨
、

湘江は湖南省の東半部を北流し、小丘陵を伴いつつ其の

間に大沃野を包擁し、磐漢鐵這と共に交邇運輸の動眠をな

してゐる。平坦地には水田が開け，30－100米前後の波状

丘陵は主として草生地最も多く森詠之に次ぎ、部落に近い

比較的平坦乃至綾羅馳は開墾されて畑地となってゐる。土

籔は丘陵地帯に於ては、此の地籍特有の赤土色を呈し、腐

植に乏しく、一般に緊上､植蕊土と観察されるも、一部砂

塗と、埴土もあると思はれるが．石礫を介在することは少

い･平埋也の沖積土は壌土、埴嬢士より形成されてゐる鎌

である。

夏は猛暑参は短期間ではあるが降雪があることもあり、

一日や中の塞暑の差も亦あり、前竿夜に比べて後半夜は塞

氣(冬期)或は冷氣(夏期〕を琵簿､蓉秋は共に短い｡'’
月より12月に亘っての鋤こは烈しいものがあり、雲と見

遼へる程狸い朝焔ある。エ2月或は1月に入って降雪がある

が著しくないo3月に入ると、急激に温度が上昇し，雨天

の日には悪さを感ずることもあるが、晴天の日は恰も初夏

の状態を呈し、5月に入ると完全に夏季となり、10月初旬

まで綾<・降雨は春季と秋季に多い。

In.林業概棚

湖南省の植物分布上の位置は、亜熱帯及び温稽多雨林に

鴎する。エングレル氏の東亜植物分布歴系分類法に從へぼ

北幣と震熱帯とに大別し、雷熱幣は更に季節風塵と東亜亜

熱帯及び南部温幣瞳に細別され、後者は塗漣の一部、中部

及び南部日本の一部、秦敬以南の中國を包含する地方で、

総
一
一
唇

昭和19年夏から昭和21年の春過まで、華中の湖南省

特に湘江に沿う地域に居ったので､其の間多忙ではあった

が業務のついでに種友見聞観察じた事どもを記述し柳かで

も國土再建､森林復興の資蕩とでもならば幸甚と存じ筆を
取る次第である。

湖南省ば中國の中央に位してゐる一省で､洞庭湖燃侭
在る所から湖南といふ名穂が出てゐる。

其の面積は21蔦6千方粁、人口2千3百60萬人と謂は

れる。南方の省境にば南嶺山腹があり、西方には貴州省境

に武陵山脈があり、北部にある中園第二一･の大湖、洞庭湖に

は、淀江､湘江､繼水､資江が注L､で鐵子江に蓮ってゐる。

此の間には湖南の大平野が開け、土地低平で、湖沼河流Iこ

-富み、米穀豊饒で湖北省と共に雨湖稔れぱ天下足ると稲さ

れる程の沃野をなしてゐる。

I.立地の概況

湖南省の地質は主として鋤除・オ晒部及東部並南部は中

生屑に闇し、此の間にある中部地籍は1ﾘｧ生層で其の周遜の

一部ば太古暦であり”洞庭湖の周識ま第壽紀畷で占められ

てゐる。平野地幣には洪積層段丘が展開し、沖積層も發達

してゐる。

中生代には白亜紀律に頁岩、砂岩）珠羅紀〔含淡、主

に砂岩、頁岩〕三鍵紀がある。古生代は二擢紀〔含淡、主

に頁岩､砂岩、角勘石炭紀（含炭,主に頁岩砂岩､石

次岩〕泥盆紀、志留利亜紀，奥陶紀（主に石灰岩）に分け

られ、泥盆紀．志留利亜紀ほ主に頁岩、砂岩で石次岩､硅

岩を挟んでゐる。太古代の原生代には、震旦系と五台系が

あり、共に主に石灰岩、砂岩頁岩、礫岩より成り、始生

代の泰山系は雲母片岩、千枚岩、角凋岩、石英片岩花崗

片聯岩である。

土壌は暖帯の偏渥土壌に鴎する古い赤色土が大部分を占

めてゐる。此の土壌ば褐色土壌幣の南部に蓮るもので、褐

色森林土よりも化學的風化の度合カー･暦進んだものであ

り．筒洗暁も一層進行した土鯉である。即ちA暦は若干の

腐植を含んで居るが褐色土に比べて其の含有麓臓少く色も

〔筆者）農林技官・青森螢林局計錘課長

一〔30）-－
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グ

従って湖南省の植鋤厘系は此の中に包含されてゐる率にな

る。此の分類法を中井猛之進博士ば､更に分類し直された。

即ち東亜を12地方の魑域に分割し、湖南省I薄綱風東南部

地方礪建省、江西省．湖南省凌東省、庚西省、香港、

海南島〕に包含せられてゐる。そして「東亜植物」には次

の綴に記述されてあるo｢湖南省にはプアグス、ロンギペテ

イォラータ(FhguSLongipetiol3ta)がある。此地方には常

緑のカシ類(Que唾euS)やクリカシ類(QIstanopsis)が特に

多い。ニレ類(UImus))やエノキ類(Celtis)は少<南方系

のウラジ戸エノキ(Trem鋤やギロンニエラ闇(Gironiera)

が生育するo」

植物分類の専門知識が無いので、或は誤謬があるかは知

れないが、特に観察された樹種には､針葉樹には庚葉杉(．

ウョウザン)､赤松､銀杏、イチイ等、匿紫樹には柳頻、常

緑樫類､樺、センダン．、1､ウカヘデ其の他のカヘデ類祷、

油洞、木犀科植物、栗類、漆類、ハゼノキ類､裏白種類等

其の他辮呂、竹類等がある。

庚葉杉は山岳地帯には自生し、｡F地附近では植林もされ

てゐる。赤松は殆んど人工林である。柳類は河岸､或は低

潔地帯に見られる。油桐、綜椙は畑地周園に植栽され、竹

類にほ孟宗竹林から小型の笹類に至るまである。

A・森林の概況

中國ほ現在華南方面僅かの地方を除いてI露一般に見る

べき森林がないと謂はれ、2F地ほ謝也と原野により占有さ

れ唇山地も又概ね原野或いは荒溌極度に達した裸地を呈し

てゐるが、古記によると、上古時代には土地の殆んど全部

が森詠を以て被覆されてゐたと傳へられてゐる。例へぼ有

巣氏時代には農業が發達せず主として天産物を採集し食綴
とし、森林は樹資の採取に利用され又燧人氏が木を摩擦し
て火を作る事を發見し人民に火章を教へたが火の發見によ

り森林が澆き桃ほれる事が始ったと言はれる。

湖南省も現在一般に森林は過去の濫伐と之が保線的取扱
を無覗した等の原因により、森林は奥地南嶺山砿方面に存

在し､部落に近い丘陵地籍には赤穣林も相営に見られるも、

省内部の小山僻地帯には樹林ぼ少く､多くは草生原野状地、

嬢生竹林叢或は潅木が生い茂ってゐる現状に邊ぎない。

特に南部の小山岳地籍では3月初旬から4月初旬にかけ

て山に野火を放つ所もあり：山火は廻醗に發生し特に其の
夜漿は凄絶である。灰闘う-るに是は山火によって生じた次
類が降雨により流沼し水田に注入して肥料とする篤である

と謂ふ｡､此の爲に小山岳に生じてゐた稚創樹は霊匡に焼却

されるか或は枯損し壯齢樹も幹基部及び樹枝を焼損して窪

には桧損に至らしめてゐる。斯かる土地習慣の維綴する限

り、森林の造成を待つは百年河清を待つに似た感を典へる

以て山岳は愈盈荒溌を來し各種被害を發生するに依り、

-當局でも「造林は中山先生の遺訓なり」等の標語を掲げ或

は4月12日の國父孫女先生逝世記念日に植樹祭を催し自

ら闘士繰化保喪の瀧を藝慰しる政策も取ってゐたが、一般に

愛林造林思想に乏しいので其の敷果は遅友としてゐる綴で

あ 為。廷

こ上に大山脈の奥地地辮は除き、湖江に沿うた地域の小

山岳或は丘陵林に就て観察した事どもを以下記述する。

(a)赤松林

丘陵地籍に最も炭く分布するも、天然林は殆んど見受け

られず、人工林である。此の遥林地も稀に優良壯齢林を見
るも、多くは樹齢15年生以下の若い林であるが、これは

多く未だ若い中に伐採利用され得る爲であろう。

（1）赤隆艇良壯齢林の例

臓東省境に近↓梛縣の南方には、相営の優良赤松林の丘

が蓮り、其の間に水田あり、日本丙地の風景に酷似して居

る所がある。此の地帯で観察した赤松林の一例は、胸高直

狸20－24糎、棚高20米前後、下部枝なく、樹幹邇直の

良質材の林である。

（2）赤松壯齢林の例

洞庭湖南方湘脚付遼に約2h乳あって,11乱徽1500本位成

立して居るが､下僻は草生して居るも生育ほ良<ないから、

恐らく探草はせず、林業經誉を主澄とした林分であろうと

思はれる。

（3）墓地地幣赤松林の例

丘陵地籍下部にある琴ul地幣にも赤松を植栽してゐる。

胸高直僅6--10槻、樹高4－5米、樹齢約10年生で、生

長良く下層には禾本科の草本類が生えてゐる。此の織な地

域臓相當の面轍を有するから、稲栽するか或は天然生林を

‘仕立て、塞也の禰聖、美観を與へ、且つ樹木の利用を期す

ること樟眞に好ましいことと思料される。此の地方の俄習

として、舞峨u鞘は地上を綺麗に保ってゐる所を見れば、

樹林も疎林として下層の草類を燃料として採取するのも一

策と恩ほれる。

此の墓地林は、蓮く周の時代に非常に發遼し、この勝代

には身分の上下に依り蕊也の大さや植栽；-べき樹種まで定

められてゐたと謂はれる。例へぼ天子は慾、諸侯は柏‘大

夫は薬(アブチ)、士分の者は槐(ヱンジユ〕、一般庶民は楊

柳といふ厳に決められてゐた。叉一般に周代には緑化遥林

の漿勵にも意を用い、屋敷廻りの植樹をすすめ、行路樹記

念樹の植栽も行い、叉森林の撫育に意を用いた溌に古典に

は表れてゐる。然し現今では一般に震れ、市街地附近には

除り見ら11ず､､田舎地方に残ってゐるに過ぎない様である

“）赤I鴎幼齢林及び其植栽方法

赤遮の植栽は一般に極めて密植する。ha"7000-8000本

で植栽してゐる鎌に観察される。そして特異なのは一様二

)一一<31）一
涙
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本植をしてゐるとともあることである。其一例を示すと、位の林分があり、下層は草類が生えてゐるが草丈低<生長

略正方形植栽をなし、植栽木間の距離は1.0-1.3米､樹高は良好でないo叉丘陵地帯畑の周園に様橘と共に植え、防

2米30.約7年生の幼齢林がある｡枝葉ほ繁茂相接し､林風林状を呈して居るのも観察されるが是等の中には旗調珍
問を通過するには困難な程である。本箇所にも稀に--総二の伐根より萠芽により成立した幼樹の中、4－5本位を立て

太植をしてゐるが。是は附近の-職二本植遥林と比較考察残して、其の中の太くなったものから伐採利用してゐるこ

すると、初め苗木を一箇所に二本植して後で除伐したものとも認められる。

ではなく、一本植に植栽し稀に二本植もしたものと思はれ(c)--般臓紫樹林

る。此の一株二本植も10年生位となると、多くは一本は小山岳地辮では慶葉樹林を見るが、丘陵地帯では部落附

伐探されるので･二本成立蛎童'0年以上となるものは近に見る外は殆んど見受けられない｡附緑廣葉樹が多い爲
少い綴である。に日本丙地で見る新綜の感琵､美観は感得することは鈍い｡

イ、‐嫌二本造林の例暖幣或は熱幣性樹種の特徴である幹枝に刺を有するもの、
丘陵尾根部で畑作を行った後の箇所に赤機二年生苗噛硬質葉を有するもの等多いこと力認あられる。
長30籾、4月上旬調査）を稚職してゐるが、草類は殆ん 判溌と認められる樹種には、常緑鴎葉樹たる樫類、稀、
どなく、此の地方特有の赤土色の畑である。畝は傾斜の方樟、木犀科植物､綜梠等落葉鹿葉樹には小楢に似た樹種其
向に向い､其の距離は2米､二本宛を一株とし其の株間のの他の蒙斗瀧蠣物､唐楓其の他の楓科植物､祷霞､蕊類、
間隔は90極である。 油桐、山茶花、漆鎮ほぜのぎ類、裏白榎類、柳類、公孫

ロ、幼齢林の例 樹等である。

畝間の距離は1米60，株間の間隔は1米､樹高2米，樹(1)山地康葉筒林
齢約7年生である。湖南省南部山地地帯には小河jilに沿い森林を見る。叉丘

ハ、幼齢林の例｜鯉､籍の小山でも、廟等あって霞域となってゐる地域には
畝間の距離は1米70-2米､株間の間隔は1米－1米30相営優良な庚葉樹林が見られることがある。

樹高2米､樹齢約6年生､輪状枝節間の最長は60鯉に及，（2）都落周園庚葉樹林幟葉樹屋敷林〕
ぶ。平野部では部落を巡り或は家の周園に脹葉樹の老樹が相

二、規則正しい植栽例営に繁茂してゐるが､是は祀先から貰ったものであるから
條間の距離2一5米，株間G~本植)の距離1.3米､樹高また壬孫にも鮮へねばならぬとして、大切に保存し伐採は
2米50-3米．樹齢約5年生である。しない。常緑樫類、樟類、楓類等が多く針葉樹は殆んど見

（5）赤松騏木生長の例蕊けられない。楚は風、塞燕等に對する保謹、自然紫槻的
丘陵地帯赤松林の最も生長の良いものと認められるもの意義、木材薪炭としての利用上の目的等諸種の理由はある
に付調査した結果は、胸高直径8糎､樹高5米,樹齢繩0と恩はれるが．主として夏季の熾烈な太陽直射光線に對す

年､枝節間の最長の節間距離は80糎に及ぶ。る庇蔭の關係ではないかど考察される。即ち炎熱､候､樹
（6）伐採法の一例､蔭を作り炎熱を緩和するのには､屋敷林としては掛喋樹よ

樹齢約10年､樹高4米前後の赤松幼齢林画磯約0．05りも旗葉樹が枝葉を張り、其の敷果が大きい爲ではないか
]'a)の赤松を鍬、斧等で地下根株まで掘り起して根倒しすと思料されるのである。

る。根も完釜に燃料どして利用する。L3)塞也地辨慶葉樹林

(bノ匿葉杉〔香木）墓地地籍に総線匿葉樹林を形成してゐる所がある。赤機
匿葉杉は、またオラン〆モミ、リウヒガヤ等とも穂せらの墓地林と共に好ましいものである。

れる針葉樹で、此の地方では普通赤隣と共に二種類しか見（4）河岸柳林綴
い

られない常緑金嘩樹である。樹皮は緒獺色で厚く、幼齢の湘江及び其の支流等の堤防浩或は僅温地帯に柳類を植栽
時代は唐桧の樹皮に似てゐるが壯齢以後は内地の杉の樹皮し或は天然に繁殖させてゐる･中には相鐡老大な柳樹の生

に"してゐる｡澗鯖省識で‘…籍に冒生して震ゞ青してゐるの糯篭蒜難駕‘のが春季の野火によって損傷してゐるのは遥憾である。又

相営急峻な小山岳基部の綏斜地に造林され、相溌の好成績水田に臨む南同傾斜地で面識約0．2皿の減にのぷる辨吠
振りを發揮してゐるのも観察さ紅る°湘陰附近では赤松と地で、上段は平坦な畑地の所である。萠芽により更新した
混植されて居るのを見る。例へば約0.5haの面積に赤松と幼齢林で胸高直裡4－8極、樹高4－5米、伐根の直僅は
香木との混交林があり、樹齢約十年生、h瘤本数4‘000本12-24糎､11&噛伐根數は2,000前後ほあり、一伐根より2

，

－〔32）－
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｡r-4本の萠芽を残して成林させてゐる。
“）山茶花林

各地に山茶花林を観察されるが．特に南部に於ては相當

大面禰こ亘り、人工造林して山茶花林を成立して居るのを

観察す.ることが出來る｡是は林の剰用を直接の目的とせず，
翻子より山茶花侭所謂茶油を搾油するのが第一の目的であ
る。

(e)油桐の栽培

中圃の油桐の主な品種には二種あり、湖南省に窪するも

のは．三年桐と呼ばれるもので、結震が三年目より開始す
る。

主として畑地附近の向陽の地に栽随ざれ.桐油を探らん
力嬬の種子採取を目的とし材ほ二次的用途である。湘陰附
近に於ける一例を示すと畑の周圃及び道路との境界没に一
列に械栽し、胸高直座10－16感樹高6－7米約70本
あって樹冠は相當枝を四方に披張し･こゐる。

(f)竹林

中井猛之進博士の東亜植物（昭和10年、岩波書店發行）

によると、中國中部〈江蘇、安徽，湖北、斯江、四川地方）

のタケ類には四爵ある丈で、即ちアヅマ諾サ馬､マダケ蹄、
ホゥゾゥチク鴎及び此の地方特産の軍型的のプァルケッャ

蹄があると記述され§叉中國東南部（溺建、江西、湖南、、
旗煎、臓西地方〕のタケ科植物は五膨許り生育してゐるが

南方系の種類を含みすべて大形のものの承でサテ類の如き

小形な類はなく小さくもメダケ程度であると述べられてゐ

るが各種の竹林は丘陵地辨各地に見ることが出来、孟宗
竹林、苦竹林等は部落の周遥に相當の良林がある。孟宗竹
林も特に施肥をなす等のことばなく、竹材と符とを探るの
麹目的として經誉されてゐる。箱の採取に際してば、箱が
未だ地上に發生を認めないのに拘らず､鍬で掘り超し捜索
の上採取する爲に、林地は掘り起されて恰も畑の溌な観を
呈し奇観である。

、湖南省南部では苦竹に似で小型な竹類瞬高2－3米、
淡竹？〕が山を蔽い群生してゐる所がある。

’黒竹は､洞庭湖南方猛陽附近で､,其公他笹類も小群藩な
がら各地に見ることが出来る｡所謂隈征〔クマザサ〕も某

廟丙に植栽され、叉チマキザサに似た笹類が屋歎丙に植栽
されて居るのを見る。其の他湘騨付近でば、平地に概形筈
竹に似て小型な竹類〔稗高3－4米、直径2－3極）の繁
茂してゐる林中には、特に小匪級の竹類に、中空のない所

謂溌竹が相営に存在することを發見し更に同儀な褒竹が長
沙北方或は益陽南方等各所に分布してゐる事が観察される
B.原野の概況

洲陰附近には高さ20-50瞳米程廃の丘陵が波状に蓮互し

積が鹿い･原野も疎林をなして、林業的見地よりの坂扱も

,観察せられおが､多くは下臓の禾本科植物草類を燃料とし
て操坂するのを目的とする操草地が最も多い。此れを分類
すると次の綴になる。

（1）純原野

採草のみを主腿としてゐるもので、樹木は殆んどない。

草生類は燃龍鮭して利用される。採草原野の中、本原野が
最も廣いo

（2）幼齢コナラに似た穀斗科植物疎林状原野
一

燃料とする草類生産を目的とするもので．コブーラに似た

穀斗科植物の幼齢樹(樹高1.1.5米)を総状に保残してあ

るが、是は草生改良．増産と共に蒋來の薪炭材或は用材の

生産も期待して居る綴に観察される。

〈3）赤松厩葉杉、樫類疎林状原野

草刈地として利用してゐるが、（2）の如く上層木は用材
或は薪材として利用さｵLるものであらう。

（4）赤松及びコナラに似た駿斗釧鋤疎林

『・・妖原野

幼齢林多く･草類は燃料用とじて利用される、萱類橡少
<、チガヤ（?〕類が多い。草生の旺盛な生育箇所では菫

高1米弱で萱生地では1米30に達する。

C.利用の概況

赤訟は用材として、建築用、器具用、土木工事用等各方

面に使用されるも、板として利用されてゐることは少い様

に見受けられる。是は大材の少いことに蹄因してゐると思

はれる。庚葉杉は丸太或いは板類として建築用、器具用、

家具用となり叉枕木ともされてゐる｡特に漉棺製作には廣

葉杉も使用されることが多く叉民砿嘩鰯船)建惑用にも
利用される。様相は其の皮で綱を製作する外、蕊を作るの

は特異な利用法と言はれよう。各種腰葉樹も蓮築用、器具

用、農具用，家具用等となり、特に材質堅牢なものは灌慨

揚水の龍骨車式水車の廻韓軸の如く磨滅の多い箇所に使用
される。

薪材は慨Lの樹種も燃料とするが、赤松の劉水、香水の

小丸物等は薪材の顯著なものである。

竹材は木材に次ぐ｡顛要な林産物で従って竹材の利用は最
もよく發逵普及してゐる。是は一般木材の不足に對して竹
林職増殖容易であるから、豊富な竹材の利用法が發達じ普

及したものと恩はれる。主として幾村地方で観察した利用
状況を列學して見ると次の巖である。

家暑類〔竹椅子､竹長腰釦、

墓所用具類(旅類､竹柄榔竹自在鍵､房総類揃の輪、
茶陶

家具用具類〔物干竿、杖の如くつく程の煙僧撫宇､筆軸、

て森林､原野､畑を形成してゐるが､其の中原野が最も面、線香の心､糸車の輪､火鉢の枠､物差.雛､竹筵,唐
一〔33）－
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傘,竹編笠｡扇子､園扇、竹箸,鋤I子､杖） 桐の栽培面頼は15,666傾、生産量551,000擢（一擢は約19
賞）で四川省に次ぐ産地である。

製淡も時に行はれてゐるが幼稚な製淡法である。即ち急
斜面を利用して土で築窯し、炭材や木炭の出しスオ'は側壁
を破って行い、異色あるものである。側壁の一部は傾斜土

地を利用してゐる。小俵〔4貫俵）で3俵程度を出炭する

のが譜遥の窯の綴である。炭材は柳、赤松、栗等樹種臓選

ばない。特に俵盤することなく、長さ70糎位の棒状木淡

を其の儘竹製の繩に入恥運搬販喪する。販誕が重量制であ

るのも原因と恩ふが、未炭化部分も除去されることなく販

壷される。炭質は黒淡であるが不良炭が多い。〔絡り〕
参考文献．

鈴木信一：大東亜費源化學（昭和’9年、平凡池

川村一水：挫林土壌學〔昭和23年、蕊疑勤
中井猛之進；東亜植物〔昭和’0年、岩波雷店〕
白賓棟：中國古典に現はれたる周以前の林業思想に就て
（昭和’6年、日本林學曾春季大會講演集〕

魯昭樺：中華民國各地産油桐種子の比較試験〔昭和'2年
山林、6月琉）

有園重:桐油〔昭和12年、山林､12月號）

艇具類（鰐い棒，肥桶の蕊及び輪､婚い寵､籾下1-器、
田臼．煙草葉乾燥用の竹枠、長嫌の柄､米凌等敷物乾
燥用大草筵-3mx6m－、熊手、鍬の”
家畜飼養用〔鶏篭、豚4壜の細

建築用鐵小屋の横木、竹絡子、竹戸、竹柳
撚用〔竿、小舟の屋根の骨、長大な曳き瀞）
‐蛾器具類GI識を測る大小の桝，乘篭，カンテラ油受
筒、洋車I鵬の榊

木材の運搬は主として河川による水運により行はれ、特
に筏が多い。湘江、況江等に濃う湘陰､盆陽等の河岸には
香木｡竹類の筏が到着して居るのが見あれ、大きいのには
小屋掛して髪泊りして流下してゐるのが認められる。又南
部地方では香水の沈木丸太及び枕木を筏流して居るのも見
られる。侭州〔岳陽)I鴨頭では陵葉杉穗付丸太（胸高直遜
10-12種、樹高6－10米〕や孟宗竹の筏が見られる。

樹愛から採油するものには、山茶花､油桐、祷等があり
山茶花樹からは山茶花油所謂詞hを探り、言般食用､蹄
に使用せられ､桐樹からは桐油左得て。燈火用、油紙、憲
傘用､臘舶塗料、提燈用割こ使用される｡涛油は少い様で
ある｡昭和12年發表の文献によると､糊南省での中園油

一一一

１
１
１
１ 第2回一林業技術懸賞論文一募集

課題…噺林業政策具鰐論」 ○入選發表….篭謹切後凡そ3箇月､本誌上

歯墓繊〕患繍駕綴蝋･入鎚論…表及び具鵠獅推進入選論文は順次本誌上に公表する外出來れぱ
對策（6）林業金融（7）木材利用の合理化（8）ノ ー之を取りまとめて車行本として上梓し贋<－．

特種林産物<9）林産物の需給(10)木材貿易(11)'般の批判を求め、叉は必要に腰じ木曾の意見
林業機械化(12）其の他〈應募者に於て随意主題をとして堕關係各機關に建言してその奮現に努

力するo
決めることができる.）

明治政府以來漸次に樹立されて来た各種の林業政策も敗○應募槻定，
職に依って根底から反省すぺき秋に逢着した。何と云つイ、應募者は課題の中の一項目を撰ぶこと
ても時代ほ革新の途上にある昨今､林業も亦狹い園土にロ、論文の大さはユ萬字“00字詰原稿用紙
立ち織って計謹を新たにし再建さるべき幾多の課題を持’25枚）以内とすることハ‘論文には別に梗概（800字以丙）を添付

一

つ。その具鐙的方策につき、論及され度い。 すること

○募集期限…..,昭和25年2月末日二、一人で二項目以上應募蛍ることが出來る但しその場合は各項目毎に濁立した論文

○雀付先-……繍歎代雷鶉盤蔬罵一とすること
6審査"……響冒會を設け寵入選作品を決率，璽頚目について同時に論ずる場合陸一般論として旋扱ひ一項目とする

9

審査員は各部門の潅威者に委畷のへ、鵬募費格は本會凌員たること
識定卜、鵬募原稿は未發表のものであるとと

チ、臘募原穂は原則として返蓮しない
○賞金･……･入選作品には最高金一菖回を照 り、入選論文の版擢Iま木曾のものとする

呈する

'1ク

１
１
１

／
ゴー
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しいたけ栽培の企業化について

島本貞．薄
タ

1條件の如何によってば､､これらの生産物の加工製品や、森
林副産物が大きな役割をなず場合も少<ない。

しいたけ栽培は､九州､篭南､伊豆の各地では古くから殊に､日本の再建上森林資源は國丙原科として極めて重
大規模に行はれていたが、釜國的には農家の副業的地位を要性を加えてきた以上、從來のように用材や薪材の生産の

脱していない。乾しいたけの産額は、戦前には64萬貫前みでなく、あらゆる種類の特殊林産物の生産､特用植物の

後にも達して､､たが、今日では24萬貢程度に過ぎない。栽培、混牧､混f緋k業の採用等によって、林地の有敷､適

然しながら、しいたけは茶､生糸とならんで重要な輸出切な多角的利用を脇り、同時に原始的土地産業の域を腕し
農産品であり、単一爲替レート設定に伴って、その輸悶はて、自然科學に立脚した集約な企業化を促進することは、

溢糞有望頑されており、政府も本年度生壷目標29蔑貫の今後の森林經誉の在り方というべきであらう。

／うち､'2萬貫の乾しいたけを輸出目標として､外貨幽得にしいたけ栽培は、この意味において森林の多角經誉の一

一役果させようとしてい､るのである。、蕊と､して考へ直すべきであり、また遜代的企業農として、

乾しいたけは、このように貿易上多大の注目をひくことその栽壌、管理、加工方法の改善が弧寵されなければなら

になった。従ってしいたけ栽培は，國家經濟の上からも、ない。

森林の多角經誉の面からも、その改善、合型協企業化に
2．、

，ついては、從來にまして本格的にとり上げなければならな
の

い◎ 國有林におけるしいたけ栽培は最近のことに馬する。大

0森林經鶯の經溌的目的は、各種用材､薪炭材等の森林生阪瞥林局管雨では､昭和21年に始めて漸く蝋ケ年の經験
産物の生産にあることは勿論であるが蓮森林の規模、立地を得たに過ぎない。從ってその成競は別表でわ海るように

ほだ木の減粍･と收稚量
一一一一一一凸一！■■＝■■■四＝＝一ー－

－－ｰ四一一一

.~ー．.｡’

三’
昭和21／｜【昭和22伏込年度

’U"123●

311,448

I
d

計

伏 込本澱 562,000 561,250 1,434698

27,000

279.109

15.000職|震鋤叉憾総出本遮
▼

I
12,000 一

１
１
.除却本数 190,690 86.799 620

籍‘|嬢凋'率"） 33.9 15．5 0.2

現．在本駁 359,310 459j451 310,828

１
１

凶

総量（震） 707乾しいたけ

收謹量
－－

盲－1’ ~本営(匁，’
2

一＝一一.－E、寺陽一h■-－－－－＝－ 一一

備考1．牧溌量707獄のうち、74貰は24年2．3月、634貫は同じく24年4．5月に收礎したものである。

2．右收獲は殆んどが21年度ほだ木による分であるから、一本営收璽没は21年度ほだ木現在本數によって算
出した。

－－－－－－

(錐謹農林技官。大阪誉林局漣誉部長・林業試鹸場大阪麦湯長

－－－〈35〉一
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、

＝



島太；u､空_せ_茎_塗-2-全塞_仏一一一一一一一一一一

餘り香し<ほない｡然し管内國有林は4滴積の銅氷が散在
し、地味も林相も良好でなく、一殻民有林に類似の條件下

にある。それだけに森林の多角的利用の面からみて、その

獄要を記すことも何等から参考にならうかと考えた次第で
ある。

1．接種

培義種菌は各地に優秀なものが製造されているが〃品質
●●●

が僅良などんこ類を生産するためには，種菌の選撰が肝要
である。管内では埋込み作業が簡便であり、種菌も淘汰さ
れていることから森式培義駒が最も多く使用されている。
在来の鉈目式天然胞子接種法は、輸出向優良しいたけの増

産を腿るために、是非とも培養菌糸接種法に早く切り替え
たいものである。

2.伏込み

原木の種類やその伐採季節は大切定あるが、大量栽培の
･場合}こはさほど巌密な吟味もできない。籏葉樹であればそ

の種類を間はず、またその大さも、直径2,3寸から1尺近
くまで､長さも3尺乃至5尺で唾為であ郷､大禮におい
てなら類を主とし、煙3寸、長3尺（尤もだんだんと5尺
の長物に移る傾向にある〕の原木を用い、伐探は秋から多

の間を主とし、春季に壌養駒を埋込むのが普通である。

接穂した息推木は､一般に行はれているように､主とし
て凌葉菌の疎林しかもりI馬腹斜面を利用して俵込んでゐる。
伏込み適地を巌選して、慶大な林地に伏込み地を散在させ

●■

ることは、ほだ木起しに當って運搬に手駿がかムリ過ぎる
し、乾燥篇における潅水その他の管理に不便であるから、

犬溺泌端の場合にはその黙に充分留意しで,除り散種させ
'ないように心掛けなければならない。

●●

3．ほだ起し‐

伏込んでから1,2年目に、しいたけが發生し始めてから
●●

行うほだ起しは、比較的xla坦または綏斜な浮筋、或は灘筋
●●

から接讃する斜面に宜って行う｡ほだ起し地の立木の状況
は上方光線が少旋射入する程度に迩営に疎開した凌葉樹林

｡Q

霞たはすぎ林が多い。一部には竹林を利用して好詰果を得
ているところもあ蔵。

｡●

何れにしても、ほだ起し地はしいたけの發生に適職する
．とともに，採取，運搬．乾燥、管理に利便なところを選定
することが肝要であって、大繼次のような注意が必要であ

る。
●●

イ、ほだ起しの方法は，發生するしいたけの採取に便利な

ユラにすること。

しいたけ發生の最盛期になると、嶬溺を失せず操坂しな

ければ〃どんこになるものも開き過ぎて質が落ちるし、發

生の勢が鈍って收堂が減退する。收漉は極めて短期、集中
●●

的であるから、ほだ木立掛けの列は、採取者が能率的に活

動し得るよう、その卿法､列間,地均し等に工夫しなけ
ればならない。

戸、管理上の便宜を考えて，相鴬まと童つ左規模にするこ
と◎

しいたけ發生時にI溌難増あり、野猿等の野獣の被害もC
ある。ぎた發生時期には充分の潔氣がなければ牧穫にもひ
蚊ので､乾燥が綾<ようであれば適宜潅水もしなければ●●

ならない｡黒泌その他の雑菌がついた不良なほだ木は隙
●●

却し、立掛けたほだ木が倒瀧たものはならべ直すとｶｮ、ま
た雑草等も刈りとって通風をよくすることも必要である。
要するに、しいたけは生き物であるから、絶えず親身の
世話竜やいてやらなければならないから、専属の管理人を
配置する必要がある。そのためには栽培の規摸が問題とな
るわけである。當管丙でば大磯一ケ所5蔑本軍位に栽培す
ることを通常と考えている。兼業の管理人をおく場合は2

蔑本軍位でも宜しいと思う。

ハ、乾燥所までの運搬が容易であること。

生しいたけは人背､三輪車､輕自動車等で乾燥所まで運
搬するが、この場合二時間以上も積重ねろと、生しいたげ
は蒸れて､礎色のため著しく品質を低下する九迅逢に

●●

迩澱ができるよう．道のよ､､，きた近い溺所をほだ起し地
に懇這しなげれぼならない。

Q

二、伏込み地から除り遠くないこと。
a｡

●●

これはほだ木の逮搬經費を節約し、ほだ木を傷めないた
り・塾

めに必要である。また栽培管理は伏込み地，ほだ起し地を
一括して行うものであるから、その鍵からいっても必要で

ある。

4．しいたけの乾燥

輪田恂の優良乾しいたけを生窪するためには．乾燥法に

ついて從來以上に工夫改善を必要とする。少蛍の場合には

天日灘繰でもよいが、少し犬避になると人工蕊繰による外
ない。

管内では從來主として、現在進歩した方法とされている

火力高温乾燥法によっていた。即ち､簡単な乾燥室を設け、
最初は爾氏35度位から初め、逐次温度をあげて55度位

とし、13時間前後で仕上げる方法である。この方法ほ簡便

で．噸劉もか上らないが、生しいたけ1貫について木淡1

獄目ほどの燃料を要し、温度の細節、鐙の子の棚差替え等

人がつききりで操作しなければならず、大量に探】反した場

合の如きは､徹夜作業が必要となるな'ど手竣がかふり過ぎ
る。従って乾燥蟹も割高であるばかりでなく、出來上った

品物の品賀も不同になり易い。

管丙新見誉林署では、穀類乾燥の目的で作った眞壁式連

綴乾燥装霞を利用しているが、これは燃料としては鋸屑を

用い、温度は癩氏15廃位で、30時間丙外で乾燥できる。

一声（36）一
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島 本；しいたけ栽培の企業化

この方法は、普通の火力乾燥より時間は2倍か上り、乾燥

規模も大がかりであるという鉄鐇はあるが、低温乾燥する

ために、品物が脆くなる心配もなく、従って乾しいたげの

輸邊途中で細かく砕けることがない。色合も自然のま上に

仕上り、乾燥途中に喪の子を差替える手欺も要らない。乾

燥經費も廉く、品硬も極めて優秀なものができるqた壁固

定設術であるから、數百貨を生産し大斌に乾燥する場合で

･ないと應用し難いことが鉄噴であるので、今後との原理を

利用して､煉炭のような安侭な燃料で､小規摸作業に適し
た移動式の低温乾燥装巖を考究したいと考えている。

2.原木が近在から入手し易い箇所を選ぶこと｡

3．生しいたけの乾燥を重頑すること。

'4．專膨の管理人を酩置すること。

‐しいたけ栽培事業は､‘伏込んでから2,3年以後になって

收謹があがること'こなるため、営初殿年費本を渡せなけれ

ばならない。その雛企調拘には不利であるが､初めから大

掛りの伏込みを計識しなくとも、毎年’蔑本づ上新規に伏
。」

込〃で行くことにすると、七年目には約5萬本の現在高と

なって、除却その他の減耗を見込むと、以後大腿において

その栽塔規模を維持出来るのである。

試みに、昭和22年から稗に至る麹貰を基準として、

以上の騨想の下にしいたけ栽培の收支を概算すると、別表

の翻り、欝初3ケ年間は鉄損であるが、自後急速に矛腿を

向上することが明かである。しいたけ栽培は適等な規摸で
專闘の管理人をおいて諺集約に經醤す純ば、原木が豊富な

地方においては充分に企業化することができるのであるか

ら更にその改善に努めたいと思う。

、

､

3

／

以上しいたけ栽培の賞際を顧みて要約されることは、副

業的經瞥の場合は別であるが、企業的に行うについては、

特に次の事柄に留意することが肝要である。’

1.迩雷な栽培規嘆を有すること･
一事築地の栽培木駁は、少くとも2萬本以上、出來得れ

ば5箆本程度とすること。

しいたけ事業收支概算．

（一事築地に約5蔑本を栽培することを目標として、毎年繼纐して1萬本づ土
新規に義成する場合の例）

一一一●－弓
一一一 一＝

ほだ木’ 女

|=|襄寧蕊|姦悪蚕｢衷麗要1-聴
一

出
剛

金利|計(累計）

收 入｜篝引損（△)盆
｜
I 職毫J蚕~斎認,|営年度|(謝りW)

ー，~‐再一一一

704,000 403,422

7“,0001 426,309

11,951

（1.2）

415,373
（32.6）

841,6821
(52:3)I

ﾘVピリ

｜〃
"‘"‘』"扇"｜（66.5）

〃｜・461,096

〃I“9,539

ユ0,00,,2,"’一’“001，，1，1
（300）

19，00058，795－30，0009，47
2

（570）

27,280102,976§69535,003
（818）

35,063129,972妬,76040，00
4
（1,051）

5蝿53§ユ38,9遡乾謝鶯40,00〔1,275）
140,000

49,858146,996碗,76064,00
6
（1,472）

碗,1081“97177,09096,00
7
〈1,667）

職;|li
〃〃〃〃（－）7，428
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本表の説明

1，初年庭は昭和22年とし、支出鼠償は]､2億3年度は，大阪誉林局管内の鴬行叉は鐡行見愁により，4年度以降は筋

一言-（碑）一

迅

タ
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島本；しいたけ栽培の企業化
会

往の密行に基いて推定した。

2．事業費金〔收入がある年}乙は不足の資鍾は借入れ〔年8知によるものとし、收入が支出を超過する場合は、そ
の餘剰金は預入れ〔年4分）るものとした。

3.(雑木は3年目から收穫があって､滿6ケ年使用受るものとして､その現在高及び1本常り收礎量は次に基いて算
8

定した。 ▼

一一五弓→●訂や一＝■
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１
１
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一
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２

』

２
４

６
９

－

４
８
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２

’

』
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－

ワ
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4．收入ば、乾しいたけを1麓営り3年目（昭昭”農では2,760圓(公慨)で、自後は自由償絡4,000閲で賓沸うものとし
て算定した。

5.栽培識、收灘費及び人件費は次の埜錨こよって算定した。
.‐

司定一一句一一一＝＝ー＝一一一一一一一一

摘(wA2)|
要

（圓）

6

〔昭27〕
|鍾別!|筒騨

の軍償

(雄｡|(感6〕

年次別

娩3)|鯉〕
7~薙官
以降

I

’I
I

201 4050〃〃〃
200250300〃〃〃

÷2502501〃’〃〃……:1#|■？■？■1，‘
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‘1雑覺栽培饗に謝る鈴‘分’割’割Ⅱ割〃｜〃‘

収穫鐙|探聴|壷人で生しいたけ3噸操
｜乾燥

｜灘偲紺離婆冒乾乾す
」-------℃人縛賓’｜糊"|：

'。
ノ

’ 9

0.751"1〃〃
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2501〃●〃〃
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42.2人
〃
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の森林.群｜
の森林資源｜

薔奎雲薔｜
堂林業技術協會

蕊'7班日本
第18班世界

第19冊常緑
第20班阿塞

發行所砥醐法人日.剣

林業解読シリーズ

北大教授腱椰。犬飼哲天箸

第2'冊野鼠駈刊）
各冊一部30圓〒3部迄6圓
澱約（12冊）購臓緑〒共400圓

一ー-→一一

＝___竃一一~一一一一一~
一

－〔38）~－



森林手簿 (2）

謹い昔初職の女との間に子供が出來て､,その後何かの理
由で別れて以來永い間菅信不通の霞上になって居るが、そ

の子供が何時も思ひ浮んで來る．．…･と云った事が世間には
ザラにある事だと思ふ｡残念乍ら〔?〕私にはそうした經
験がないが、森林關係の事柄としては多い。私が初めて勤
めて居た山崎誉林署の輩林地などは自分で手掛けたものは
今でもハツキリ何虚と何虚とであるか，村や山や河の消溌
と一緒くたになって記憶に浮んで來るo

そのうちで最も印象の態いものがある。昭和2年の事で

あったと恩ふ･栗の資の熟する頃だから9月の下旬か、10
月の初であった。営時の登林署長は有名な中山發郎氏で私
は氏から嚴綴と愛備を學んだのであるが、璃長室で机上の
一通の手紙を前にして色舞注意をうけ充分その任を果す嫌

にとの事であった。それは配.KentBCttyと云ふ人から

日熟達の栗を米閣へ植えたいから出來るだけ澤山探って塗
れ、礎は米國では或る種の病菌が栗を犯して全滅してしま
ったといふのである。あちらにとっては一大事件である。

國こそ違え同じ森林官同志である、その心痛は風を越えて
我友にも渥く感ぜられたo

赤西國有林の蟻溌斬に行くと山中の娘達を〔今では皆40
がらみの色香も失せ、世帯じみた山妻になって居ることで
あらう）集めて、栗を集める謹旨をよく話してやった。そ

の日から彼の女達が毎日集めた栗は約一石に＆達した｡,最

後の撫更力轄つ光のが夕方でﾄﾛで上野貯木場まで出し、
捲れから約13塁の道をトラックにゆれて姫路騨に着いた

時は10時を少し過ぎて居たコカマスに容れた一つ一つが
客車便にされた｡私の責任は果されたのであるが､その後
中山鶏長と私のもとへ2－3年綾けて甦枕y氏から年始状
が届けられた事を思ふと､氏も満足だったのだらうと恩ふ･

その後自分の塗った栗がどんなになったのか，来園で立

派に成人し慣れない土地にもやつと慣れもう20年になる
のだから幼年期を過ぎて漸く壯年期に入らうと云ふ年錐で

ある。栗の二世だ。親である私が瞼の子供達をなつかしむ

のもいばれのないこ.とでばないd

ひエつとしたはづみでF.A.OのS.B・Slow氏と近づ

きになり､職の事情を告げ､栗はどうなって居るか、BEtty

嘩者）新潟縣立加茂農林高等學校教官

成澤多美 也

氏は健在か、等と、随分厄介な事を照會してやったがまだ

返頚がない。この人ほ几帳面な人で二週間もしないうちに
航室便で返事をよこすのにもう一ケ月もたつのに遜事がこ
ないのをみるとあの厳い米國中から、営時農務省の役人を

勤めてをったらしいというだけの漠然たる手がかりで探し
て居るのでないかと少盈気の毒な事をしたと思って居る。

ところが先日新潟の0.1.刑.で森林關係の本がZ5.6冊

も來て居るのを發見して氣をよくし、階での劇驍閲欝室で
AmeriefmForestryにぶつつかり、永い間あほなかった震

友にでもあったやうな氣持で號を繰っていたら、昨年の4

月賎にRemembertlieChestnUtDという標題香Amanda

U1m氏のものした一文がある。多年心にかLって居た瞼

の子供にゆくりなくも20年振りであった氣持がして、念

になつかしさを畳えた。今日は此の記事の事をかいつまん

で紹介しようと思う。勿論これに關係のない人には何の興

味もない事かも知れないが、然し樹病に心を持たない人で
も、人間と樹病との閥、その地味なたたかいを人かはり世
が移っても次代の人が捲れを掌け繼いで錘に瀬生面を拓い

た米國人の根張り張さを何の誇張も粉飾もない此の女から

うけとることができる。口でこそ百年の大計だなぞと云っ

ているが狐而斯ふした問題にぶつかると性急なわれわれ日

本人には全く容易なわざではないのだ。

そして今日本の直面する松の水食ひ錨、九州の一端に生
じて居る杉の木食ひ滋の問題、事柄こそちがえ之を磯理す

る我凌の心構へに何等かの暗示を與へること謬できれば筆

者の望外とするとfろである。尚此の職稽らした菌は我，
公は胴稽病と呼んでゐるが、アメリカではBIightといふ

1通稲をもって居る。學名侭EndoHIiararaSiticaAnders.

もう一つ本文に出て來るものは、クリの蕊縮病菌でEnd-
othiaradicaESFrieS.である。

ロ悲劇の發端

悲劇の發端は常に些細なものであゐ。

1E04年の夏のこと画ewYork市立動物園の栗が少し元

氣がなくなったと思っていたら横れてしまった。此がアメ
リカの栗を全滅に導いた發端であった。その前の年の参が

異状に識葛つたからだ－と一般の人は此の事件を螺<考

へていた･

然し此の動物鯛の森林部長HermanMerkaだけ13雌の

〈39ルー←
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原因について、さう簡軍なものではないと思っていた。観

察した事項を詳細に農務省に報告したが、簡単な回答があ

つだだけであった。これが全米を震憾させる程猛威をふる

うごとになる菌だとは営局ですら考へなかったのである。

しかも動物園以外の市中の栗は皆普段と同じく何等の異I伏

も認められなかった。そのたあに世間一般が冷静であった

のも無理からいとことである。

ところが7年も經つと此の菌に冒されない栗を見出す事

がかへつて困難になってしまった。ⅣewrorkからVir-

giniaに至る蓑で蔓延するに至り、材木の被害だけで2,500

蔑ドルを超えるに至ったといはれている。

一魁こうした大きな蔭害の起きる現由催、織害たると菌

需たるとを間はず吾,2rの開知し憩いうちに潜行しているか

らで、これはいけないと思うころは所謂病膏盲に入って如

何ともなす術を知ら広い程度になって居る、此力惑劇を醸

し出す大きな原因なのである。

p病源禮
ノ

Merkelが初めて栗の括水をしらべたときその幹や枝に

興味のああ病兆を發見した。つまり乾燥した樹皮に少し凹
んだところがあり、此の部分を更に調べると何千とゆう黄

色な針の先のような突起物のあることが判った。此の標本

が農務省に邊られたのであるが．調査の結果によると樹皮
ば孔だけであり、針の先のような黄色膿の中には胞子が何

薦と含まれている。此の黄色盤は柄子器で熟すと胞子は柄
子器の頂端の口から飛び出して何哩も先へ行って新しい寄
主である栗を冒すことになる。

の艫陸戦灘ふぽ冤繁麓震蕊
り､つまり菌糸になり､やがて白色乃至淡黄色の扇状のもの
に發逹する。此の囑〃學者は之に溌胞吠柄子器とゆう一

回では蕊えられないむずかい､脅前をつけている｡木の幹
に潜入し邊材の中にどんどん侵入して行く。斯くて根から
葉に上って來る水分を邊る導管に接している細胞を破壊し
てしまう。いきをい水分の供給は遮蹴されてしまう。此の

恢頓症病を起す認識が網状に發達すると立木は丁度巻き横

しを受けたようになり全溌が枯死することになる。

一方此の菌を舟念に調べていた人達は、此の菌が－種類

でなく、蜜に二種だとゆうことをいいだした。今迄に判っ

ていたのはAscoSporeで、第二のものはチウプから押し出

される練歯磨のように突起物の中から矛'ミネ（した黄色い

リボンのようなものを出す｡此の種凌rycnp"oreと呼ん
でいる。潟め､ってくると粘性力覗くなり動物の足や躯鎧に

附着する。動物の氣侭な放浪性に身を託しあぢらこちらと

旅行するうちに新しい栗の木をみつけて安住の場所を決定

するのである。此の病源職ま後に色々諭査した結果栗にの

み寄生する理xdothiaParasi廿蝿で悪性でこれにとりつか

れたら最後致命的菌害毒受けることになる。

’9'3年以降人間の果敢な攻喋にもか災ほらず胴楠病菌の

胞子は南に西#こずんずんその領土を擬げるに至った。

此の病菌の猛威に對して色淀な橡討が行はれた。科學者

のうちには舵來からあった土清の菌がたまたま氣候的條件
が彼等の繁殖に都合がよくなり、そのために急に燃え上が

って行ったものであると。此は一昨年越後地方に猛威を振

るった栗毛鐙、昭和の初期に浅間山麓に霊生したカラマツ

のスマカケハバチ或はパ戸ルパツクの大地に&旋來るあの

中國のパツタの大群等昆姦等にはよく見られる現象で、徴

生物界には局部的腰は毎年斯ふしたことが見受けられる事
であらう。

また或る準澤者修生物界には突然愛異があって、今まで

無害であったものが有害になり得ると發表した人もあり、

また此を支持する入挫鰄的多かった。

日菌がアメリカへ侵入した經路。

前述の溌な色盈な検討が行はれたが、何れも愁然としな

い。或る人達は此は獣洲産の木から入って來たものだと考

へた。事資1880-1890年代に栗の熱封園が非常に流行し

て，栗苗が蹴洲から盛に輸八されたことがある。しかも米

國産の栗に被害を起す病源鐙と同じものが獣洲産の栗I"

發見されたとき、此の不可解な問題も解決の曙光を見るの

ではないかとさへ思は奴た°

此の病源髄はEndo"amdical,拍と呼ばれ、職洲産の栗

には無害であるがアメリカ産のものには有害であると尤も

らしい假説が樹てられた｡､しかし欧洲達の栗が米國産の栗

にできた病菌から感染して萎凋し摘れてし護ったので、此

の假読も亦あえなくも最後を詮けざるを得なかった。しか

し此の二つの菌の間には明に關係はあったが、全く違った

ものであることがその後の調査で判明した。此の胴橘病を

起す病源鎧は前述した刀|ndonliaPaﾕ漣Islti"であるが。も

う一つのものは無害で単に死物寄生であるに過ぎなかっ

た。

餓洲壷の病源力無害であるとゆう判飾3下されると學者
は他へ限を純じた｡ｱジｱ諸國が'“のだと云ふのであ
る。

彼等は先づ日本葦の栗に鉾先を向けた。日本窪は’9世

紀の後期に渡來したものである。しかも調査してふると明
に此の菌に胃されたが､癒えて足の部分が癌腫になってい

るものもあることが發見された。然も此の日本産の栗は桧
れずに回復してゐる。

此の抵抗性が存在しているとゆうことが観察をつ壁けて

いたHavenMetcfllfとC.IJ.She"に問題の解決へ或る

端緒を與へた。＝人の嘱躍者は勿論確然たる賞證を示す必

－－（40〕－
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要はあったがD･"東洋から傳來されたものらしい〃とゆう

彼等の説に對・して＝股からも支蒔を受けるに至電た･

Sh"r博士の第一手段は常時中國に行っていた有名な植

物學者刃rankMeyerへ病菌に胃された栗の樹皮を詮るこ

とであった。皿eyerも中園に於ける胴枯病被害について

探し出してみようと同意の旨力蒋へられ彌査砥は大いに力
を得たわけである。アメリカからは盛にその結果を知りた

がって矢の催促である。まもなく皿eyerから、，どうも

bl;"tらしいものが承つかったと打電して來た。斯うなる

と全く帝銀犯人を追跡して居た営時のわれわれの昂奮に似

たものがあった綴だo3週間後北支で採取した標本が農務

省に詮られてきた。待っていた斑ttca1fは直ちに此の標

本を鞍鏡して米國産め菌に酷似して居るので吃鷲した。

Shea鷲はその後此の樹皮を土塞にして塘義菌を作ったが、

その中に典型的なASGoSpmeを發見した。その後氏は米國

産の栗に此を橘種してみた。かくて3ケ月もたLないうち

に米國を震憾させた栗のbeight菌は資は東洋から傳來し

たものであることが決定的にされた。

此は’890年代に渡來した日本産の栗苗木について侵入

したものだとされている事ほ悪意でやった事ではないにし

る誠に申し課ない次第である。由來MadeinJRP¥nは餘

り織ｻなものがないのは残念なことである。その後支那に

いた植物學者皿eyerは日本にある日本産の栗にも此の

blight菌を發見して居る。しかも支那栗も日本栗も此の菌

に對し非常に抵抗性が狸<なっている。此の抵抗性の關

係はよくスピロヘータ菌で聞く事である。浦洲梅毒や蒙古

梅毒は日本人1罰ま非溌に猛威を揮うといはれで居る｡然し
彼等同志の間には免疫性といはないまでも抵抗性ができて

いてたとへ同されても輕<すむが、日本人には外國の梅毒

菌に對する抵抗性力逢<鉄捻しているので非常に強く反膳

して来るとゆうのである。此と同じ事が矢張り植物界にも

見られたのが以上の例である。筒アメリカ産の栗に於ける

blight菌の被書によく似たものに印度栗に表ほれる結稜菌

の被害がある。此の二つとも木に抵抗性が出來ないうちに

急激にやって來るo二つともその被害は旗範函で熾烈をき

はめる。幸にも印度産栗は次第に抵抗性が磯來甦えるので

あるが、此のアメリカ壷の栗は一寸､の抵抗性も表はさず鯵

鰐たる有嫌になるのである。

ロ防疫と新品種の作出。

勿諭此の菌ほ未知のものでありその蔓延も早かったので

防疫の手段がなかった。此を一番早くみつけた蕊ewYork

動物園の巡lerkdは先づ艤識的にボルドウ液を撒布してみ
〆

たが何等の敷果もみず1911年には發群地の商cwYork

州は勿論のこと隣接するNeWHmmpShire,Connectiolli,

NeWJe"eyjPclmiiyl"n"WeStVirginin,Vi】・gmiaと

恰も遼原の火の行くが如く披がって行った。

多くの科學者ば行くところまでゆけぼ結局消滅してしま

うものと信じていたが、南部の脈大な栗林にも蕊延する兆

候があった。

,し墜雪鰯鐺慈難鱸雷，脇燕
を計上した。

最初に行はれた此の委員簿の事業は10哩の幅でその中

にある栗を全部伐り倒して所謂遮断帯を作ったのである。

次没に蔓延の仲介をする栗を切って置けば、流石の菌の出

足も食ひ止められるだら.うとの目算であった。

然し前述した綴に風の吹くま人に今月は東、明日は西へ
と身も輕典と飛んでゆく微細な胞子や、放浪者の動物に運

ばれる粘液性のものにとっては10哩が50哩であっても、

易員たる範函であった。・

此の傳擶の性質も明にされると、初めつから謹断帯に反

對していた人達は念に元講を出して、こん敵莫迦げた遮勵

籍に何萬ドルもかけるのは策の上たるものでないと力み出

した。その結果2年後には對策委員會もその事業を中止せ

ざるを得なかった。

その後の調査では、此の病菌を或る地方に健入させない

様にすることができると發表した人があった。これにも信

ずべき筋があったのである。とゆうのはPcnnsilval'iaの
、

病菌の主要進行經路にあたる栗の木の除去は少くとも5年

間blig'tの蔓延を防げていた。

資はこれより以前長い間米國種の栗に抵抗性が出來るか

も知れないとゆう一縦の望があったらそうした望の下に栗

の組胞があらゆる角度から橡鏡されたが､木質部は菌と一

應戦ひそのために細胞の幅を増し或は細胞膜を瀕化する

が蝉その程度に止まるだけで結局は参ってし護うのである。

此の望もすっかり駄目であったが尚最後の望がつながれた

のは木の根には侵入しないとゆうことであった。いや菌が

たとへ侵入したどしても生き永らへられない。此の原因に

ついてはタンニンカ罐に多く含まれているからか菌そのも

のが好剰生によるものであるかまだ判然していない。何れ

にせよ根冠ぱしばらくの間生活を識け､比較的元氣の良い
ものは萠芽し、時には総鐙するまで生き永らへるものさへ

ある｡従って此の資がひょっとすると遣偲的に或る特性を

賦與されているのでないかとの希望が誰しもの胸に湧き上

ることであった｡然しblight菌の胞子を人工的に或ほ自
然法によって接種され、かくてあらゆる賦鹸が繰り返へさ

れたのであるが米國種の栗には何等抵抗性が賦與されてい

ないとゆう悲しむ可き事蜜がはっきりした。

然しbligbtでやられた材部は不思議にも健康な栗材･よ

りずつと多くタンニンを含んでい､c充分利用され得るとゆ

－4（狸）一
Ｌ
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う新事蜜はあったが、勿論こんなこと通園民全魁に與へた

栗の滅亡へ對するやるせない悲しみを和げるには何のタシ

にも液らなかった。

遂にアメリカ産の栗はもう駄目だとゆうことが烙印を押

した嫌にはっきりした。

萬策霊きた彼等はこ上に別途な方策を樹てる必要があっ

た。免疫性のある東洋種を導入するか免疫性の扱い新品種

を作出ずるかとゆう方法である。

渡来の經路を調べ初あたのも此の意圖に擦るものであ・

る･

結局Met"1f,Shear一派のbligbt菌の正鐙の把握、

東洋産の栗に自然に作り上げられている抵抗性の發見P此

の二つの大きな事賓に力を得て農務省はと上に米絡的に植

物學者を東洋諸國へ汲遥して栗の霞を選澤採取せしめるこ

とになったのである。こ上に於いてR.KentBetty氏が

わが國ﾍやって来､私が赤西にとんで行ったとゆう段取に
なるのである。

然し東洋産の栗には抵抗性があるとゆう黙を除いてはあ

らゆる識に於いて米國種に劣づて居た。東洋種は極く低い

ところから分岐がはじまり生長もﾖ開?におそい。又ﾖ端に

陽性なため米國土産の栗の下には決して育たない。加うる

に温和な氣候、充分な手入も必要であった。そうした事は

あったが東洋から種子を輸入する事が濁上されたのは職時

如何に苦しい立場に礎かれたか壁判る。此の多量の種子が

導入されたが．それ以後の發逵状態についてくわしく述べ

てないのは材の品質があまり、でかしたものでなく、一般

から忘却されてしまったのであらう。

残された問題は果してアメリカ崖栗の代用品が交配によ

ってできるかどうかであった。

幸にも1870年代早くも日本産栗力球國へ輪入されて居

り、叉建國営時欧洲産⑧栗苗木も職入されて居た。そのた

めに此等は交配に非常に役立ったので初期の交配試験は之

等日獣産のものと米國種との交雑が盛に行はれた。支那栗

ほ日本栗より職Lていたが、1903年北京からATnold樹木

園に見本植物が入るまでばアメリカに移入されて居なかっ

た。従って支那種の交雑を行うことが困難なのであった。

1906年には天津から斑eyer力戦端用と品種改良用に支

那栗を多量に塗ってきた。

ユ925年森林病理局の:RII"alB.α如睡はそれまで栗

の銭培をやって居たVanFIeet・の跡を繼いで日本種、支

那種と米國種との交雑についてあらゆる手段をつくし､支
那種×米國種の間に非常に抵抗性の弧い然も伸びも肥大生

長もずば抜けてよいものを作出した。

一方BrookIin植物園のGmVESは日本種×米國種の新

苗種に更に支那踵を交雑して將來を決定的に約束する新品

種を作り上げた。

qappeらの作出した新品種は雨親の良い性質だけを享け。
ついで居る黙において非常に優れたものであり、5－6年た

つと此の若木は質をつけ初めるo立地と土壌は抵抗性に非

常に大きな影響を及ばすもので、最初の数年注意して撫育

し、深い土壌に植えるとblight菌に冒されず、たとへや

られても抵抗性が畷いために被害が轆徴ですむ。とゆう品

種であった。

叉支那×米國種の或るものは一年に直醒が牟吋も肥大し
僅12年にして足場プIﾜk位充分とれる。25年生のものでば

電柱がとれる位になる。

然しClapperとGr&wesは主として材として抵抗の壷

いものを作り出す事に力を注いだので、昔日の栗實を豊富

に承のらせる品種を作り出すことは關心がうすかったつ

mankMeye鷺が日本、中國、朝鮮から栗を米國へ邊り

初めて以來農務省の資栗調査課は果樹園用としての良い品

種を育てる事に努力して來た･此の鮎に開し永年挺身して

來た人はA.Reedで心彼の作崎したものから営局が特に

選んだものは蜜栗用と.して昔日の米國種に匹敵するものあ

りと折紙をつけたものがあるそうだ。支那種で特に抵抗性

の遥いものは味も．箇美,質も亦級密なものがある。従って

東部地方の果樹園用として將來を期待されるものは此の霞

であらうと云はれている。

筒リボン状の鮎液を出すPyenoSpore型のみは昔から

Californiaで發見されて居たが此ほ初期に然も周到な注意

をもって虚理すれば蕊その披散を防ぎうるとのことである。

大概の被害は幹の地鯛こ見出され､叉潅働くの中に,ケ月
以上も生存することが判ったので、防禦法として侭樹の根

元に士盛りをして髄くとよいとされている。又幹の下側に

シェラツクを塗って置くのも一法だきうである。果樹園は

年二回位は充分な調査をやりもし菌に胃されているものが

あったら澆郊じてしまうことをす上めている。
／

ロ伊燕Iの菌害

アメリカの栗の悲劇が一應落着を忍たのであるが､今度

臓伊太利にも霊生したとゆうのだから倶るべきことであ

る。1938年イタリーのジェノア市の北方20哩の地紬にあ

る栗にいかがほしい菌が附蒲していることが發見されて常
局を驚かした。後刻ネープに近くの山や､Udineの北方に
あるTarcento町にも之れがあらはれた。職箏になるまだ1

は防禦法も識ぜられ、被鐸也礎の交通遮漸或は被害木の焼
却も盛に行ばれた。

然し此のBljgbt菌はおそる可き勢で溌柄を揮はんとす

るに至っている｡職箏と戦後噸迷は此の冷い戦争:に撰沈
すべき完壁な防衛の布陣を不可能ならしめていゐ。

最後に此の栗の悲劇史を書いたAman(lamm氏は次の

1 、
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嚴なエピソードを附して結んでゐる◎

アメリカインデアンに一つの禰話がある。

遼い前代○昔Jroquois､とゆう勇敢な少年があわた。或
る時彼は深い地隙の中にもく鯖り込み、そこでドウ猛な野獣

や大蛇と闘ひ叉或る時は一眼睨まれただけで直ぐ死んでし

霞う眼力を捲つ魔女の難を逃れ地隙の底に秘められた不思

議な栗を地上に持ち蹄えり山頂に登り、之を匿<地上にぼ

ら霞いた。間もなく美しい栗の木が育ち、今や世界は栗で

おほはれるに至ったのだそうだ。

我糞も議會の豫算ををかして輌虚の國でも識算をとる

ことは大鍵な業とみえる、此の懲算をとる至灘津を地隙の

中の臓女や野獣の危難と同じに見立てたところが面白い）1

blightに對してびくともしない栗を菱成して世界にぱら撒

いてみせると云って居る。

事質過去40年の苦闘に耐えて然も見顛に新品種を作出′

して明日の栗材･と資栗を約束した米國民は必ず栗のララを

世界に贈ることができるだらうo

BhKeI:tBetty氏が來て、そのために若かりし私が集め

て逢った赤西國有林の栗の蜜が果しでどんなになったか此

では判らないが､察するに抵抗性は彊いが、分岐黙が低か

った1畦長が除り香し<なかったりするために、二世の市

民鯉を得ずに､案外皿洗ひか､日偲取位に落ちぶれてみすぼ

らしい姿を野ざらしに&ている様な氣配である｡瞼の小伜
達がそんなみじめな姿で遠い異國で櫛風沐雨しているのを

思うと何となくいぢらしくなる。然しともあれアメリカの

栗を横らしてしまったのは日本崖の栗がその原因らしいの

で戦犯の子孫がみじめな取り扱ひを藍けるのはこれ亦いた

し方ない事なのかと東洋流の諦めをしている。‘

扱而私は永溌と人の書いた文章を澆き直しひん曲げて例

の雑文を作り上げ-こし稜つたが、此を讃んだ人達に何かし

らわれわれに不足しているも公があることを童ざまざと知

らしめる事が出來よう。そしてわれわれが今直面している
色糞な問題此を何とかして除付けねばならない今日よき他

山の石になり得るならば拙文も大いに役立ったことにな

る。

もう一つは単に私ばかり這なく営時各國有称からアメリ

カへ栗を逢った際私の様にその任に常られた人達が多から

うと思う。その人達も私と同溌自分の逢った栗について心

配されて居るにちがいないo20年前の事柄がはっきり全貌

が解った時たとく成績篠香しからずとも何となく當時の努

苦力鍛いられた氣持にもなるものである。

4．3．－麹．

歴代山林局長（林野局、林野聴長官）

明治19－20年武井守・正
20－26田邊輝貫

26－認高橋仲次

28－30高橋琢也

30志賀重昂

30藤川馬五郎

30－31渡邊識

31佐麦木正職

31－38、原、保太郎

38－40 、久米金蝿

心40－4’．中川友太郎
虹－45，上山滿之筵

明治45一大正7岡本英太郎

大正7－9≦鶴見左吉雄
9－13中井勵．作

13三浦蜜生へ

大正13-昭和2zig_}熊友明

昭和2－4入江魁

4－6,zIs熊友明

6－7長瀬貞－

7－8木島駒藏

8－12村上龍太郎

12原辰ニ

エ2－14村上富士太郎

14－15田中長茂

15－出18 弁出正孝

18－19西村彰一

19笹山茂太郎

19－20鈴木

”岡本直人

20－21黒河丙透

21－22，中尾勇

22－三浦辰雄

1
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１
１赫業捜術叢書

第1輯田‘中第二箸

森林土木第1巻林道の設計
琴135圓（會員顔償120圓）〒35圓

〃

第2輯山内倭文夫箸

日本造林行政史概説

聖ﾕ80圓（曾員頒償160圓）〒35圓．

年額200圓
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防風林は19鉛年の吹雲と眞償を發揮し2．樹木は農場に堆雪を止め数百弗を救つ↑乙。

ByRoscoeFrening(高橋宏治課）

F

1本記事はGbH.QのCIEより特に本誌の爲めに提麟さ

|れた一睡is箇鼠｡Science班･nit･澱“隼5月30日紙
畦一

｢

’

中央大卒厩こ防風林帯を設置するといふ計謹
はニュー、デイール以來最もセンセーショナルなもので

あった。ルーズベルト識領が始めてこの計壷を提唱した

と営潮笑の嵐を雀きおこしたものである。評論家はその不

可能なることを断1ｺた。恐らく原案の董人では不可能であ

ったかもしれない。この案は南北庭わたり窺淋の立鎧的な

帯を作り、大卒原をすっかり手入れするといふのがこの案

なのであった｡但し形の上では後に農牧場その他の場所に

種念の目的のために色麦の防風林若しくは防風設備を設け

るといふ形になったが、それはおびた蛙しい利益を今日迄

給して來たのである。この防風林設備の眞償は最近世間注

覗の丙に實證された。即ち西部地方にこれまでなかった大

きな最悪の影響を與へた1949年の大吹雪がこれである。

損失を莞れた額數百萬弗11
樹木の爲に保護されたもの人総額は蹴百萬弗と見穣られ

る。適営に防風林を設け、然るべく手入をした老練な牧畜

家や農家はその受けた利益は金に見積られぬ程のものであ

ること溌判明した。この人糞は家屋その他の建造物をかな

り堆雲から免れさせ、家畜のために避難所を設け、蚕た多

小麥や其他の設備などで雲が役立つ所では多少の雲をもた

らした資例が多い、吹きさらしの原野は風で裸地になって

了ったo、

1949年多の經溌ほ防副氷の繕想に大きな刺戟を與へたの

である。各地の幽林磯關や各大學の合衆國の普及機關其の

外多鐵の出先機關がこれ以拳の植樹をする老へを推し進め

てゐるを認めてゐる。

當局苗圃を買入
ノース〆コタは土壌保全地腫中央協會が30,000弗の苗

圃を購入した｡これは同支部及び會員に防風林その他のた
一一一一－や一一一－＝

(鐸者）農林技官・林業試騨畷防災部

めに年間1,500,000本の倒木を供給する考へなのである。

防雲の外にこの林の‘つ基礎概念は防風である。事資防風

こそ主目的として始め提案されたものであり、平常時叉は

旱勉時にはこｵLが主機能といへよう。

ミヅウリ盆地に人為が定住して以來、大吹雪よりも旱越

の方が防風林植栽者の第一の關心であった。風が土壌面を

すりへらし空中に絵き上げるためには一定の防害のない麗

域を持たなければならない。

適當な設置された防風林は歎種の樹木から作られる。防

風林の防禦第一線には樹高の低い樹添､健中には園展の嫌

にそびえる高い樹がある。かくして風は屋根状の障碍物に

衝突する、樹木のために風は空高く上がる、風が再びもと

の鯛こなる頃には農地を邇過して了ってゐるといふ課であ

るo

防雲には針葉樹一生として常綴樹一一ｶ噸値あること

が判明してゐる。平野に住んでゐた昔の人も防風林は植栽

したが一般にヤマナラシや地方産の樹種で農家附闘地の北

と西側に粗林を植えたのである。

無効なること判明
この冬か上る種類の小さな林は殆んど無償値なこと判明

した。風は林をつきぬけて雪を吹ぎつけ．全く林を裸地同

様な敷果でかけぬけてしまった。との綴な小さな林の丁度

風下に道路を塞いだ亘大な吹き溜りが数多く見かけられ

た。然るに一方少し離れて針葉閏の目立たぬ一列叉は二列

の線は雲を畑中に堆種して道路に對・して敷果的な雲の垣根

であることを示した。所で山林雷局や土壌保全地睡協會の

人糞が吹雪から學んでゐるもう一つの課題は鱒也を休閑し
か

たり、根園をしたり、又高い所に麓や蓮を残すことの側値

について壁ある。小麥の刈株のまだ立ってゐる畑は多量の

灘を止めてゐた。玉蜀黍の立ってゐる畑は雲で埋ってゐ

た，どんな程度でも畝で仕切られた畑は畝間に雲を残して

ゐた、が平らな裸地はその罫をすぺて多俄に失ってし藷ふ

ので、コロラドのj閥Iやワイオミングの南部のある所では

多に降騨あるにもかふわらず乾燥し､すぎて作付け不能にな
。
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アメリカ林業手ユ希ス：防風林

ってゐるととが明か腱なった。防雪林の將來に對してもう

一つの課題が學びとられた。各種の政府出先磯關により寄

せちれるさまざ漢の助言をのせた報告から寄せ集め次の結

果が姶收された。

第一線潅木林
適宜に間隔を保って設置され上ぱ5列の防風林は10列

或は夫れ以上の列の防風林と同じ偵値がある。それはとが

った屋根型をしてゐなければならないが．その列は從來推

奨されたものより列間を庚くしなければならない。少くも

その中の一二列は針葉織でなければならない･風に向って

外側の列は樹高が低くCIraganoの如き密生する潅木でな

ければいけない｡樹高の大なる葉の淡い樹は中央の列を占

めるぺきである。列は乾地では最小18沢、潅慨用水のあ

る所では16限離ず必要がある。これら防風林は農家の閏

りに曲線的に植えらるべきで、直角を伴って虞直に植えて

はならない。かうすれぼ耕作するのにトラクターや耕作機

も同様である。

8沢離せ!！
同一列の中では各樹ば少く．も8沢は離して植えるべきで

ある。かうすると樹はその根を張り水分を見出す除地を充

分に持ち大枝を伸す空間をもつ。さらに稚樹の間ば苗木の

間も列の間も同様に耕作するだけの餘地があることにな

る。

最後に最も軍要なことは防風林は少なくも家屋､家畜小

屋から100沢乃至それ以上離す必要がある、これは大きな

吹き溜りは防風林の風下に存するからである。樹は風を弱

め、風は雲の搬邊力を失ひ雲を落す、防風林が家屋に接近

し過ぎた所では1949年の吹雪では家は10－12沢の吹き

溜りに糧込まれた。農場や飼表場などは雲に埋れて了った

のである。防風林が充分離れてゐた所では家は比較的雪害

を豪らなかった，家畜の保護としての防風林はこの農業地

籍では一段と狸調して受入れられてゐる。

、

この冬の嫌な吹雪では小屋は埋れてしまふのである。防

風林は飼料を置いておける織な､叉家畜が嵐を避けてゐら
れる綴な風蔭をこしらえたのである。

1．

を直角に曲げる必要はないわけである。また曲線鱈畿その

ものも有利なことがよくある、どの報告も雑草の抑睡と水

分の保存の必要を謡読してゐる。樹木とても何れの作物と
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防風林は如何なる働きをするか？

この圖はU･S.FbrestS"ceによって作られ､防風赫が風の力をそぎ､樹木のすぐ後の剛鰐を完全に防ぐ'ことを
、示してゐる．〔維り〕

一一一一一
一色一一

一一

‐
Ｉ

－

’
、

同一林協.編隻
1950年ポケツ1､日記

日本再建は國土の緑化から 赫業零帖
、

定償85圓亨3舟睦10側

織約漏れの方にも部数に餘裕がある限りお

頒ち致します。早く申込んで下さい。

東京都中央唾日本総堀留町1－13

〔日本橘警察署”

全國山林種苗増産協力會

主唱者柳常八

電講茅場町⑯6）7652’ 斌幽法人日本林業技術協會
一一一一一一

《
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1．貴方は日林協の在り方についてどんな意見を持たれるか

間2.貴方ほ｢林業技術｣誌上にどんな記塞薯望童れるか
3．貴方の職場からの夢（理想）をお聞かせ下さい。

一一一寺＝■＝■一

答
のを試みて其記事等もよいと存じます･

3，私は現に林業該験に携って居りますが、（イノ既往に

於ける研究の結果或は礎験の質地應用､（戸〕現に研究し叉
は研究を進めやうとする事項の償値の判断を充分城討して

貰って懸用の出衆るものは急速に鵬用し又研究方針或は方
法等に鉄階があれば之を指摘して貰って些細な研究と錐も

無駄のない様に進めたいがの念願であります。それに就て

は公正な判断を要しますが、各読の良否の鑑別がつきにく

い黙に悩があります。宗博士も云織れてをり霞す如く、何

の識が正しいか或は資用向であるかは、學識の外に鎧験の

ある者が現地に就て始めて爲し得られるもので、斯くして

よいと決ったものは何虚寮でも蜜地に移す。つまりF技術

の鯵透」こそ研究が活きて來る由故であり研究が活かされ

て始めて研究人が活きて來るので此の活かす方法を日林協

に望むと同時に、かつてドイツの農學の批測された如く、

｢農學旺んにして農業榮えず」と云う事のない様に､林學を

根底とした研究精果を林業技術として完全に取り入れられ

た名唆共の所謂林業技術を以て我國再建林業を發達せしむ

る綴に御努力されん事を切望します。

林業試職場札幌支場原田泰〃墨，J”IﾌI』シ幅不参w､睡鍛M裂犀'山崎r回、、，~ﾉｳ｡'~“”し糸

，．日本の林業技術者の健の眼固な集團としての面目をは研究を進めやうとする事項の償値の判断を充分城討して
發揮する鋼こその癬成なり蓮誉なりに具現されなければな貰って懸用の出衆るものは急速に鵬用し又研究方針或は方
らない排偶的な想念や派閥的な封建的遣臭はみぢんもあっ法等に鉄階があれば之を指摘して貰って些細な研究と錐も

無駄のない様に進めたいがの念願であります。それに就て
てはならない。

3.林業技術の昂上を目ざした操作、方法等に開する記．は公正な判断を要しますが、各読の良否の鑑別がつきにく
い黙に悩があります。宗博士も云織れてをり霞す如く、何

事。主要論文の抄鐡。重要論文のダイジェスト等がほしい

3．日本は何と云っても森林園であり本州では國土の60の識が正しいか或は資用向であるかは、學識の外に鎧験の
％、北海道では70％に達する。この搾也を林業上の象ならある者が現地に就て始めて爲し得られるもので、斯くして
ず一鍵嘩事業､更帰高度に利用される橇林地を多角的によいと決ったものは何虚寮でも蜜地に移す｡つまりF技術

の鯵透」こそ研究が活きて來る由故であり研究が活かされ
又多層的に府用しなければならない。このためには木材の

利用,森椒上籍等の研究は風土を異にせる各地に於て_層七始めて研究人が活きて來るので此の活かす方法を日林協
鯉力に建行譽施他"畷灘門と聡饗腫謹鵜…喜鳳家′穏鰯漣黙擢駕蜜蓋鰯曇再建に努力すべきであるo

叉薪材、一般用材等は極力節約し（例へぼ薪淡材は電力根底とした研究精果を林業技術として完全に取り入れられ
の弧化により消螢を減じ建築材曜煉瓦､軟石等により代換た名唆共の所謂林業技術を以て我國再建林業を發達せしむ

る綴に御努力されん事を切望しますoしてjこれらはパルプ其の他のｲ蝉工業資源として利用し、

國民所得の増加に寄與すべきである。一石の素材は4－5
岐阜大學教官伊藤貢

貢圓であるが製材されて2．5倍．家具として14,5倍とな
1．今後一層林學と林業のgapを最少ならしめるべき林

bバルブとなれば20倍となる更にリンクニシ等の部分を業技術者のアソシェーションなること。
利用し100％化學工業原量となり得るのである。

2．康<海外技術の紹介を望む。

3．霞現したい夢は多い。
熊本瞥林局大島卓司ノ

今後林業界の發展には林業技術のルネサツサンスでぁ
，､政治醐禮に迄成長して貰綴たいと思います。

る。特に若い技術者の自由な研究の奨勵である。
2．より庇い覗野からの緬侭一云恥かえると誰が識ん

でも面白い云は埜質れる雑誌に迄延びて貰いたい。 沼田鶴ﾎ署小林編四郎

3．全林業技術者が希望を持ち得る穰になったら－と1．國家の再建は林業振興にあるもの多いと存じます。
云うr希望」を持っています。 此の秋に常り目漁協の一段の躍進と技術の向上振興を御斬

りします。

林業黙顔場好摩分場宮崎榊2．現下の林業技術、林業管理經誉の在り方、林産物の
1．去る2月5日松川理事長の挨拶に述べられた如く、 生産並に用途、就會の現状、日林協禽員の機關誌への氏名
所謂林業技術の振興に大いに霊されん事を切に望みます。の掲載
林學の振興に林學會のある如く林業のそれに日林協のある

3．日林協機關誌を毎月發行し私達林業第一･線の現状と

と云う行方、つまり林學と林業技術との結び付け或は橘渡科學技術と耐曾の現状と-を考察指導する會との研究組織の
しをするのが日林協であると云う建前で進んで頂き度いと結成を希望します。
存じます。

Ⅲ

2．直ちに役立つもの、結局鐸也に應用乃至指導の捌來函館誉林局篭林課長井上蕊則

る嫌な記事を多く望みます､叉現地に於て検討曾の様なも1.現在は會員と遊離してゐるかたちが暇いので職種的

一<46）一
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少、 ガ キ回答
－－－=一罫や一一一

に設立主旨に基いた宣傳活動詮行ひ麗制眼化が緊要であ

る、と同時に技術者圏鐙として好ましい林業方策を樹立し

これを政治面に反映させたい。、

2．（イ)雑誌の編揖内容ば力灸くるしいものでなく會員

一般の責務に役立つ程度としたい。

〈ロ)年一回地域別例へぼ北海道，東北、關東等のブロッ

ク的編輯が欲しい。

（ハ)優良林業圖書機械、器具等の紹介。

（二樹種と、土蕊關係について平易に解読したもの。

3．森林の造成は概ね長期に亘るものであるから職員が

長く攪営業務に喜んで従事出來るや5，な機祷が欲しい、そ

のためには職場の厚生施設の鋤簡は勿論であるが~･定の職

務でも待遇が向上出來る様にしたい。

現在の杜會經濟事精ではやむをえない事かもし通ないが

林業經誉の理想である植(卿均衡特に植林挙業が計遜通り
遂行されるやうな政雛の確立が欲しい。

國策パルプ工業株式會斌川村順，

'､日林協は林業技術者の糊の連絡磯關ではある氷.各

蕊麓鱸懲駕篭職筆鑿繍
究も必要であり各種科學技術者との密接な連絡を探る穰な

方向にも在りたい。

2．あまりに學術的専門的に流れず林業技術の水準を一

般にも認識せしめる如きものを溌望するq・

3．鬼大な施設を容してり､るパルプ工業としては必要な

原木を出來るだげ廉<、しかも不安なく永久的に確保した

いの力錦望であるが、日本の森林資源と木材需給の現状を

知ればなかなかこの要求は充たされそうもないo60蔑町
歩餘のパﾙプ鋪鰄造って年1500蔑乃至2000萬石の原
木を心配なく造林木から得られる厳になれば理想だが現段

階では夢である。技術と金と土地との問題を解決して､Iな
んとかこの夢が資現されん事を所るものである

青森誉林局計謹課秋村淳一

1．日林協の目的に弧力に推進して欲しい。

2．現蜜林（局別による〕の經誉指導記事をもつと多く

のせられたL塒にその局の有用樹の現況等について。

3．毎月確溌に曾誌を發行して欲しい。

浅川林業試験支場中野博正

1．所謂研究識と事業面に活躍される方盈とのより緊密

『~－.~rー－－‐
究者の成果は雑誌､､シリーズ，映鐵スライド等あらゆる

手段によって事業面にながす事業をとりあげて頂きたい。

2．所謂研究者の研究成果許りでなく直接事業面の方盈

の困ってゐる問題や研究者からの投稿記燕なら失敗談や筈

心談．又は現在行って居る研究の足取りと云った穰な記事

力吟少し欲しい。何れも側や懲眞の多い解読的なものであ

って欲しいと思うQ

3．試験場と各現地擢常官露公共卿禮或ひは価人との公

文的な連絡でなく私信的な質のある融合的な結合の蛮現。

熊本誉林局計震課農林技官K.X.K生

］，清新な､且賞用的な林學知識を末端技術員迄徹底的

に普及させ､所謂「林業徹細をチンプなものに固定せず、

常に進歩させ、且高いレベルに保つようにする機關であっ

てほしい。

2．最も新しい且俊用的な知識を、窄易大衆的〔と云っ

ても林業技術者大衆ですが）に記述したものを希みます。

之は林學は勿論林業に應用される他學問の新しい研究をも

含みます。ついでながら林學用語のzF易化えの努力をも希

みたい。

＄･森林所有別と云った關係に拘泥されず眞に自然の在

り方に即して最大の國土生産力を發叫得るように出來た
らと思います。

大阪誉林局白井彌榮

2．林業の振興には勿論理論的な研究が盛られなければ

ならないが今日の如く荒磁した我が園の林地には發表せら

ｵ'た記事を應用う-るに程遠い虚があり會員の蚕絡等限定せ

ぬ方針であるから今少し<現賀的な手近な具鎧的事例を蕪

礎とした論説がほしい。

3．會員の募集等に必要であり亦新規會員が入會して來

て曾費を牧入した場合直ちに前競も渡される様支部へは20

冊位職に除分の珊數を透られたい。

（以下次號）ざ

本回答は一應次鶏で完緒し童ずが斯嫌な愈員

の蝶は本曾からの質問の有無に拘らず、どん

な事柄でもどしどし寄せて頂くことを希望し

｜まず。0編集窒より）
｜

I

な連絡機關たらしめたい。具艘的に申しますならぼ、直狭
現場の要求手るテーマを速かに把握して研究者に詮り、研

一〈47＞－
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前號報告後､次の通り申込があった。その協養を謝し厳く會員に紹介する〔略敬稲〕
一一一■古一一口■一一一一一一一－ユー＝■■＝ーー一一＝＝＝－－－F司■些一一■F-で句一匹■一一一一一■=＝■＝-

」名｜住駈叉臓所在地愛助員

田邊誉林事辮且合 ｜和歌山縣同高郡御坊町
岡山林材事業組合岡山市石關町三三

關西國有林材作業組合理事長楠正治｜大阪市北麗天滿濡筋4丁目1番地
日本油化株式會献 大阪市城東麗古市大通‘2丁目25番

地

大坪市次郎鳥蛎縣八頭郡智頭町

花川産業様式會祗專雛取締役花川満太駆伊丹市南本町8丁目26
大和資業株式會斌_郵務家締役三方泰輔榔戸市兵庫唾入江通5丁目，

蕊離鴬:識．|篝熱岬
｜:閏"墜諏溺譲”

識大合名會社深瀬倉治

湯澤製材採式會祉募務取締役松山眞太郎

魏魏簑謹鳶灘札陶‘市北五線西､丁鳳
和賀木材林達組合岩手縣和賀郡黒澤尻町
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北大激授
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支 部動靜
〃 佐藤義夫

‘〃大澤正之

理事長道林務部長小瀧武夫
総務理事札幌醤林局經瞥部長三宅重亮

圓合會 北大教授宮脇恒
管林酋長大島小金吾与の創

理事旭川醤林局經瞥部長石川健康
匂曾が

函館〃堂石田策郎
､さし〃・北見〃溝水光

籍震・〃〃阿部富士夫
林務部這有林課長櫛田嬉一
．林業減験場札幌支場松ヅI:善喜

文
監事札幌螢林局天長松本政一

男林務部林業課長・高野光彌
泰 林業試騒場札幌支場三島懲

雄．．○j醗這支部設立總禽記念講淡會
8月27日總會に引縦いて次の各氏の講演があった。男
本邦天然生林の施業について九大教授井上由扶氏

雄
北海蓮林業雑感東大〃中村蜜太郎氏

五北海道の森林の取扱について京大〃佐藤彌太郎氏
助ノイバイエルの簡易近似式について

夫 北大〃中島厳吉氏
○札幌支部

郎
8月27日北大講堂に於て創立總曾を行い支部定款を蕊

透
決し役員を選出した。

策〃支部長札幌繕林局長加納秀雄氏

一<48）－‘，

－－－－

部速合霞。○』剛蕊這支

這丙の旭川、北見、辮鹿､札幌，函館の五支部の蓮合會

が設立され去る8月27日午前10時から北大誰堂でその創

立總會を行った｡筒總會後には別項の如く記念講演曾が
開催された、営日の参會者は質に500名以上を蝋へさし

もの大識堂も溢るるばかりの盛況であった。

北海道支部遜合雷役員

酋長北海道知事田中敏文

副會長這林連曾長南甑一男
〃 林業試験場札幌麦場長原田‘泰

顧問札幌誉林局長加納秀雄．

旭川螢林局長小川保男

北見〃 粟野武雄

轄厳〃 林行五

函館〃 近藤助

興林曾就長林補夫

苫小牧製紙常務取締役山本茂郎

國策パルプ山林部長演岡透

三井木材工業札幌支店長三浦健策

､



にエって之を代行する

三、理事長は會務を統轄し常務理事は會務毒'執行す尋
四．監事は會務を監査する

冠.幹事は理事長の指示に随ひ賓務に従事する
蕊-卜條役員の侭關は二ヶ年とする。但し重任を妨げない

役員は任期滿了後に於て芯後任者が就任するまではその
職務を行うものとする

第一|-一條本曾には顧問及参與若干名を霞<事が出來る願
間及蓼與は理蝉曾の推薦によって衡長が之を委蛎する
顧問は重要な會務に關して會長の諮問に應じ琴與は本會
の運誉に關し意見を述ぺる事が出來る・

第五章含議

第-1-二條木曾の曾議は左の二とする
一、總會

二、理事曾

第･i-三際總曾は毎年一回會長がこれを招集する
但し必要に隙じ臨時總曾を鮒催することが出來る

鱈卜四際總會は本曾の最高議決磯關であって次の事項を

議決し菰ければならない
一､事業方針業務報告收支諜算決騨:の承認
二、定款の鍵更

筐､理事曾からの提案事項
四、其他必要なる事項

第十五艤會磯の議決ぱ出席者の過4誠を以ってこれを決
め可否同敷の時は議長がこれを決する、總會に出席しな
い着ば書面をもって表決をなし亦は代理人を出す事が出

来る

第十六條理事會は總會に次ぐ議決機關で曾務建行上必要
なる場合は卿長随時之を招集する

第十七條理事禽ば理事の半獣以上出席しないときは決議
をなす事はM1來ない

第六章曾計

鋪十八條木曾の經費は支部負擢金､協會本部支給金､寄
附金､其の他の收入をもって之にあてる

第一'一九條木曾の會計年度ぱ毎年四月一・日から翌年三月三
一トー間迄とする

附則

第二卜條木曾に於て定款第四際の事業を行うため専門部
曾を置く事が出來る

第二十一條導門部會に於ける細則は理事會に於‘て冒之を定
める

日本林業技術協會

北海遁支部連合會定款

第一章名輔及事務所

第一條本會は日本林業技術協會北海道支部連合會と穂し
証覇法人日本林業技術協會に所属する
第二條本會の事務所|軸L幌市北海道林務部丙に置く

第二章目的及事業

第三條木曾ほ日本林業技術協會（以下協會と溝する）の
機能を發揮せしめるため北海道所在各支部の發達及相互

の連絡協禰を岡りその共同の目的を達成ｲー ると共に北方

林業技術の改良發達に寄輿するFとをもって目的とする
第四條木曾ば前條の目的を逹成するために協會本部並に
各支部と蓮絡し左の事業を行う

一、協禽本部定款に定あられた各種の事業

二各支部相互間の親善並に連絡に必要なる事業
三、北方林業技術に開する調査研究

四､誰演會講習會の開催
五研究發表會開催並に表彰、

六、磯關誌の發行

七其の他本會の自的達成上必要なる尊喋

第三章會員

第五條木曾は』晦道在住協曾支部會員をもって會員とす
る

第六條前條の外木曾の趣旨に鍵同するものは賛助員とす
る事が出來る

第四章役員

第七蝶木曾に左の役員を置く
會長一名副會長二名理事長一・名

理事若干名、丙若千名を術務理事とする）

難事三名幹事若干名

第八條役員の選任方法は次の通りとする
一曾長及副會長ほ理事會に於ける互選によって定める
二、理事及儲事は細曾に於て曾員の選翠によって定める

三､理事長及徽務理事は理事の互選によって定める
四、幹事は會長が之を任免する

第九條役員の任務は次の通りとする
一．禽長は會務を總理L木曾を代表する
二、副會長は會長を補佐し會長事故あるときは其の指名

一～一一一一一

7月5日午後4時－6時於日科技蓮
、出席者松川理事長、松原、中川小倉各理事

'ず～前掲の懇談會経了後、総務理事會を開催し、政治力狸化

に閲する本會としての具艘策を練った。
○第10回職務理事會

8月6日前11d00－後4d00於本衝
出席者松川理事長、松原中川、獅多各理事
1．第2回懸鐵論文に關して
2．會員の表彰に關して
3．政事力高揚の方法難を協織した。

○松川理事長出張
背森管内ヒバ天然林の施業法に關する調査の爲め8月14
日出發、9月20日頃迄の議定を以て出張された。

Q掻川理事長、松原理事

8月27日札幌で開催されたj蛎道支部連合會に出席した

準
ロ會務．報

戸一

○材業關係團鐙懇談曾〔木曾主催）

林政の磁心な推進の爲め現下林業界に於ける政治力高揚
・を目的として木曾の主催に依って6月10日及7月5日
の二回に亘り在京林業關係各團瞳の懇談會を開催Lた、
○事務所移韓′

8月2日脚田鎌倉町3番地より現海地に移縛した。

○森林質源瀕査に開する打合曾・

8月5日丸ピルに於て木曾の主催に依って標記の打合貧
を行った、主として航塞富眞に依そ資源調査賞施方法に

ついて協議し賓現に向って努力ｻｰることを決めた。

○第9同幣務理事鰯。

一皇一〔49）－
－

凸
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本會願問及役員〔略敬種･順序不同）

願問林業淫濟研究所長太田勇治郎

禰井縣森蓮副會長田中八百八

大日本山林會理事漆山雅喜

大日本山林曾理事植掻他

財團法人林友會理事･日大教授倉田吉雄

林業試識場長。東大教授吉田正男

蕊難蕊蜜艤談授藤岡光長
林野聴長官三浦辰雄冬

財園法人林友會理事長早尾．丑麿

苫"蚊製紙副詠長大塚良敦

、元山林局長・太zF木材吐長村上富士太郎

理事長松川恭佐

専務理事松原茂

常務理事林野臆・中川久美雄

林野鴫植杉哲f夫
林業試験場小倉武夫

至木蓮･衆議院議員淵邇義

理事林野螺‐鈴木慶治

〃＝日交野宏

．〃 吉澤武勇

光木材株式衝社大角武

建設省住宅建設課大矢溝
第一木材株式會赴清水憩三
東大教授荻原貞夫
林野鴫公平秀職
東京誉林局岡島呉郎
經濟安定本部生産局平野孝二

，人事院、子幡弘之
東京都經齊局作伯操次
東京鍵画大學激授黒岩菊郎
本州製紙株式會赴田中文雄

監事林野聡－渡邊喜作
林業經濟岡焼所飯島富五郎

支部役員〔略敬禰）
○北海道支部連合會

會長北海道知事田中敏文
副雪長這森蓮會長南部一郎

林業試鹸場札幌支場長・原田泰〃

理事長道林務部長小瀧武夫
○札幌支部長札幌登林局長加納秀一雄
○奥州麦部長秋田誉林局長柴田榮
○關西支部長大阪醤林局經螢部長島本貞哉
○四國支部長高知蟹林局長岡野窪
○九州支部長熊本誉林局經誉部長蓑輪滿夫
（註・各支部から木曾宛正式に通知のあったものだけ摘
記した）

ノ

編輯後記
一一一～一一

ロ大正卜葬興林曾が創立され、翌十一年「興林こだま」の

第1號を發刊されてから三十年、本號を以て邇雀第'00號
を迦へる。この間の盛衰はあったにしてもよく綴いたもの

である。此の溌會にもう一度本會の略歴を辿って見よう･

大正十年五月輿林會創立

大正十一年七月典林こだま端1號發刊

昭和五年白澤博士理事長就任
昭和十八年九月rこだま」83號發行

本號を以て鴬分維刊とする
昭昭二十年三月早尾氏理事長就任
昭和二十-一年八月「こだま」復刊第84號

昭和二1三年三月郷J1氏理事長就任

昭和二十三年八月「日本林業技術協會」と改名
昭和二十三年九月本誌改題｢林業技術」第’號

口林業強術と癒ってから浦一年を迎へる課だが邇稚が’00

號となった穣曾に本誌の號駁を元のrこだ主」を追って
迩鋸號數で数へることにした本誌の歴史を端的に表現
した方がい上と恩はれるからである。

p100誠の記念號としては誠にお粗末であるかも知れない

が内容は相営の稜りである。若し本裁が他の雑誌に見ら
れる濠なフジ肺に物足りぬ虚溌ありとすればそれは編集

子の不手際の致すところである。誌上展鴎會を催したこ

とが僅かの特腿にすぎないが正直のところこれだけでも

本會の苦しい選所からの所産である。
ロ別項の謙なハガキ照會を出して多數曾員からの回答を頂

いた、出したハガキ凡そ150枚に對して、回答を得たの

は僅かに13￥であることは淋しいが回答を寄せられた各

位には深甚の謝意を表したい。これが必ずしもすべての

階層を通じての代表意見窓あるとは考へないが木曾の

在り方や本誌の方向について教へられる所が少しとしな
い。御希望に對しては少しでもその方向に持って行くよ

‘う吾産は最善の努力を識したいと思ふニ

ロ懸賞論文の入選作品は柳文治郎氏の分を載せる積りだっ
たが紙製の都合上割愛して次競に識つたo諒とせられた
い。筒第2回の募集要綱を本誌に義表したが、こんどこ

そ多数の革新的な方策を示してもらい度いものである。

〔松原記）
＝ー－＝＝

林業技術第100號唾題第7銃）

昭和24年9月15日印刷侭45圓

昭和24年9月20，日發｡行ノ〒6圓
編輯兼發行人松原茂

印刷．人水野義男

東京都江東腫新大橋1ノユ
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１
１
℃
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祇興林こだま創刊 第100號記念

,

＝

北海道森林組合連合含｜畷治Ih治水協會
札幌市北一條西一丁目 東京都千代田腫永田町二ノー

－

埼玉縣森体組合連合會・｜日本林業技術協會埼玉縣分會

浦和市高砂町一ノー六○

－

か

(埼玉縣農林部林搭課内）
－－

’

１
１
画秋田縣森林組合連合會｜秋田縣製材林屋組合連合會

秋田市茶町菊之丁

（秋田銀行三階）
≦秋田市西根小屋中町六ノー

÷寺子－－－．.ー~－－~一~〆

高知縣森林組合連合會｜、高知縣林業協會

高知縣林道協會 高知縣治山治水協會

『由一一一

機業種目霞蕊鶏墜鱸）

保坂漆店‘｜長谷川萬治ベニヤエ塲
東京都千代田腫澗I田小川町--ノー○

（電話紳田（2鋤1428番）

大宮市堀ノ内三丁目二一一一
蝿話大宮516巍

管業所

工場

群馬螺利根郡沼田町四二二九

（電話沼田三五○番〕

夕
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